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第
６
章　

自
然
と
と
も
に
暮
ら
す
ま
ち

第
１
節　

環
境
保
全

１　

環
境
保
全
の
取
組

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
の
中
で
、
４
大
公
害
病
に
代

表
さ
れ
る
様
々
な
公
害
問
題
、
環
境
汚
染
、
自
然
破

壊
な
ど
の
大
き
な
社
会
問
題
が
顕
在
化
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
国
は
、
昭
和
42

（
１
９
６
７
）
年
に
「
公
害
対
策
基
本
法
」
を
制
定
し
て
、
公
害
対
策
に
本
格
的
に

乗
り
出
し
た
。

　

本
市
で
は
、
昭
和
46
年
に
「
公
害
対
策
基
本
法
」
第
29
条
の
規
定
を
受
け
て
設
置

し
た
「
登
別
市
公
害
対
策
審
議
会
」
に
公
害
防
止
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
諮
問
し
、

昭
和
48
年
２
月
の
同
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
基
に
市
民
の
健
康
と
生
活
を
守
り
、
良

好
な
生
活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
基
本
理
念
と
な
る
「
登
別
市
公
害
防
止
条
例
」

を
制
定
し
て
総
合
的
な
公
害
防
止
施
策
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

し
か
し
昭
和
50
年
代
か
ら
は
、
環
境
問
題
が
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
き
た
た
め
、

公
害
に
対
し
て
事
後
的
な
対
応
で
は
不
十
分
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
国
は
、

平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
11
月
に
「
健
全
で
恵
み
豊
か
な
環
境
の
保
全
」、「
持
続
可

能
で
環
境
負
荷
の
少
な
い
経
済
社
会
の
構
築
」、「
国
際
的
取
組
の
積
極
的
推
進
」
を

基
本
理
念
と
し
、
地
方
公
共
団
体
に
は
国
の
施
策
に
準
じ
た
取
組
を
求
め
る
「
環
境

基
本
法
」
を
制
定
し
た
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
流
れ
を
踏
ま
え
て
環
境
保
全
に
関
す
る
基
本
条
例
の
制
定

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
平
成
11
年
７
月
21
日
に
生
産
か
ら
流
通
、
消
費
に

至
る
幅
広
い
分
野
か
ら
の
市
民
20
名
で
構
成
し
、
条
例
案
を
作
成
す
る
庁
外
の
検
討

組
織
「
登
別
市
環
境
基
本
条
例
策
定
検
討
会
議
」
を
設
置
し
、

・
本
市
内
に
在
住
す
る
15
歳
以
上
の
男
女
２
千
名
対
象
の
「
登
別
市
の
環
境
保
全

に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
調
査
期
間
:
平
成
11
年
１
月
25
日
~
同
年
２

月
５
日
）
の
結
果

・
公
募
し
た
市
民
の
意
見

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
環
境
条
例
を
考
え
る
夕
べ
」（
約
60
名
参
加
）
で
の
意
見

な
ど
を
踏
ま
え
、
登
別
市
環
境
基
本
条
例
策
定
検
討
会
議
で
条
例
案
を
作
成
し
た
。

　

こ
う
し
て
作
成
さ
れ
た
条
例
案
は
、
条
例
を
補
完
し
て
取
組
の
具
現
化
と
誘
導
を

図
る
た
め
の
「
環
境
保
全
行
動
指
針
案
」
と
と
も
に
平
成
12
年
２
月
１
日
に
同
会
議

か
ら
上
野
市
長
に
提
出
さ
れ
た
。

　

提
出
さ
れ
た
条
例
案
は
、
助
役
及
び
部
長
職
の
職
員
で
構
成
さ
れ
る
「
登
別
市
環

境
保
全
政
策
推
進
会
議
」（
平
成
10
年
10
月
設
置
）
で
の
協
議
を
経
て
、
平
成
12
年

第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
の
可
決
後
、
平
成
12
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
多
数
の
市
民
の
意
見
も
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
た
「
登
別
市
環
境
基
本

条
例
」
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
自
然
と
共
生
し
た
強
固
な
環
境
を
引
き
継

ぎ
、
ひ
い
て
は
地
球
環
境
の
保
全
に
資
す
る
取
組
を
進
め
る
た
め
に
は
、
市
民
・
事

業
者
・
本
市
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
と
責
任
の
も
と
、
自
主
的
か
つ
積
極
的
な
行

動
が
必
要
に
な
る
と
の
考
え
を
基
礎
に
据
え
た
も
の
と
な
っ
た
。

　

こ
の
条
例
に
基
づ
い
て
、
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
環
境
行
政
の
総
合
的
か
つ
基

本
的
な
事
項
を
調
査
審
議
す
る
「
登
別
市
環
境
保
全
審
議
会
」
が
新
た
に
設
置
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
公
害
対
策
に
関
す
る
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
を
行
っ
て
き

　

登
別
市
環
境
基
本
条
例



390

第６章　自然とともに暮らすまち

た
登
別
市
公
害
対
策
審
議
会
と
役
割
が
重
複
す
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
12
年
４
月
に

登
別
市
公
害
対
策
審
議
会
を
廃
止
し
て
登
別
市
環
境
保
全
審
議
会
に
一
本
化
し
た
。

平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
４
月
、
本
市
で
は
、
登
別
市
環
境
基

本
条
例
第
10
条
の
規
定
を
受
け
て
、
条
例
に
掲
げ
ら
れ
た
基
本

理
念
や
施
策
の
基
本
方
針
に
の
っ
と
り
、
環
境
に
関
す
る
広
範
な
施
策
を
市
民
・
事

業
者
と
と
も
に
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に「
登
別
市
環
境
基
本
計
画
」

を
策
定
し
た
。

　

こ
の
基
本
計
画
で
は
、
そ
の
目
指
す
姿
を
「
人
と
自
然
が
共
生
で
き
る
健
全
で
豊

か
な
環
境
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
持
続
的
発
展
が
可
能

な
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
」
こ
と
と
定
め
、
環
境
保
全
等
に
関
す
る
４
つ
の
長
期

的
な
目
標
を
設
定
し
た
。

　
︿
長
期
目
標
﹀

１　

人
と
自
然
と
が
共
生
す
る
豊
か
な
環
境
の
実
現

２　

心
の
豊
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
生
活
空
間
の
実
現

３　

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
実
現

４　

公
害
の
な
い
健
康
で
安
全
な
社
会
の
実
現

　

こ
の
長
期
目
標
は
、
登
別
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想
と
同
様
に
21
世
紀
半
ば
で
の

達
成
を
想
定
し
て
お
り
、
環
境
保
全
等
に
関
し
て
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
10
年
単
位
で
中
期
的
な
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
︿
中
期
目
標
﹀

１　

多
様
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
対
策
の
推
進

２　

身
近
な
自
然
と
ふ
れ
あ
い
づ
く
り
の
推
進

３　

快
適
な
環
境
づ
く
り
の
推
進

４　

廃
棄
物
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
と
適
正
処
理
の
推
進

５　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
の
推
進

６　

地
球
環
境
保
全
対
策
の
推
進

７　

良
好
な
大
気
、
水
質
環
境
等
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
の
推
進

８　

環
境
学
習
の
推
進

　

こ
れ
ら
の
中
期
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
平
成
14
年
４
月
に
第
１
期
基
本
計
画

（
計
画
期
間
:
平
成
14
年
度
~
23
年
度
）
を
、
平
成
24
年
５
月
に
は
第
２
期
基
本
計

画
（
計
画
期
間
:
平
成
24
年
度
~
33
年
度
（
令
和
３
年
度
））
を
策
定
し
た
。

２　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用石

油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
地
球
温
暖
化
問

題
へ
の
対
応
と
し
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
平
成
16
（
２
０
０
４
）
年
３
月
「
独
立
行
政
法
人

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
」（
以
下
「
N
E
D
O
」）
の
補
助
を
受

け
、「
登
別
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」（
以
下
「
新
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
」）
を

策
定
し
た
。

　
「
新
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、６
つ
の
施
策
方
向
を
示
す
と
と
も
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
促
進
の
た
め
、「
温
泉
街
か
ら
の
生
ご
み
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
」、「
温
泉
街
か
ら

発
生
す
る
廃
油
の
B
D
F
化
」
な
ど
、
12
項
目
の
施
策
案
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
、
実
行
に
向
け
た
課
題
等
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

し
か
し
、「
新
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
た
直
後
の
平
成
16
年
度
か
ら
、
国
の

「
三
位
一
体
改
革
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
国
と
地
方
の
税
財
源
が
見
直
さ
れ
、
地
方
財

政
シ
ョ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
大
規
模
な
歳
入
の
減
収
と
な
っ
た
。
こ
の
影
響
を

　

登
別
市
環
境

　

基
本
計
画

　

新
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
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受
け
、「
新
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ
た
高
額
投
資
を
必
要
と
す
る
計
画
は
、
新
規

事
業
の
抑
制
と
事
業
費
全
般
の
縮
減
策
に
よ
り
、
次
の
段
階
へ
進
め
る
こ
と
が
出
来

ず
、
先
送
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

新
規
事
業
の
抑
制
と
事
業
費
全
般
の
縮
減
策
が
進
め
ら
れ

た
中
で
も
、
国
や
北
海
道
な
ど
が
設
け
た
補
助
金
制
度
を

活
用
し
て
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
本
市
内
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
進
め
た
。
そ
の
先
駆
け
が
、
北
海
道
が
実
施
す
る
「
一
村
一
炭
素
お
と
し
事
業
」

へ
の
参
加
で
あ
る
。

　
「
登
別
エ
コ
温
泉
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
た
事
業
計
画
書
を
平
成
22

（
２
０
１
０
）
年
７
月
に
提
出
、
同
年
８
月
27
日
に
認
定
を
受
け
て
、
そ
の
取
組
を

開
始
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
実
施
主
体
は
、
本
市
の
ほ
か
に
社
団
法
人
登
別
観
光
協
会
と
（
株
）

ア
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
イ
ー
の
３
者
で
設
立
し
た
「
登
別
エ
コ
温
泉
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

協
議
会
」
で
あ
る
。

　
「
登
別
エ
コ
温
泉
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
２
つ
の
柱
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

１
つ
が
登
別
地
獄
谷
遊
歩
道
に
設
置
さ
れ
る
誘
導
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
も
う
１
つ
が
温

泉
排
熱
を
利
用
し
た
「
空
気
吹
き
出
し
式
融
雪
シ
ス
テ
ム
」
の
融
雪
性
能
に
関
す
る

実
証
実
験
で
あ
る
。

　

登
別
地
獄
谷
遊
歩
道
の
誘
導
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
登
別
地
獄
谷
の
遊
歩
道
で
行
っ

て
い
る
「
鬼
火
の
路
」
で
使
用
す
る
誘
導
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
も
の
で
、
平
成
22
年

11
月
25
日
に
使
用
を
開
始
し
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
照
ら
し
出
さ
れ
る
遊
歩
道
は
、
幻
想

的
な
道
路
の
景
観
を
創
出
し
て
観
光
資
源
と
な
り
、
現
在
も
引
き
続
き
実
施
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
登
別
温
泉
町
１
１
４
番
地
１
付
近
の
歩
道
に
設
置
し
た
温
泉
排
熱
を

利
用
す
る
「
空
気
吹
き
出
し
式
融
雪
シ
ス
テ
ム
」
は
、（
株
）
ア
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
イ
ー

が
道
立
工
業
試
験
場
と
共
同
開
発
し
た
も
の
で
、
平
成
22
年
12
月
７
日
よ
り
稼
働
し

た
。
こ
の
空
気
吹
き
出
し
式
融
雪
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
歩
道
で
は
、
平
成
24
年
２

月
の
本
市
観
測
史
上
最
深
と
な
る
降
雪
（
１
４
１
㌢
㍍
）
に
お
い
て
も
高
い
融
雪
及

び
排
水
の
性
能
を
立
証
し
た
。

登
別
エ
コ
温
泉
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
有
効
性
が
立

証
さ
れ
た
「
空
気
吹
き
出
し
式
融
雪
シ
ス
テ
ム
」

は
、
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
災
害
発
生
時
の
避
難
所
機
能
の
強
化
と
平
常
時
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
を
目
的
に
実
施
し
た
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推

進
事
業
」
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
度
か
ら
同
セ
ン
タ
ー

入
口
側
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推
進
事
業
は
、
北
海
道
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
基
金
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推
進
基
金
事
業
）
か
ら
の
補
助
金
の
交
付

を
受
け
て
実
施
し
た
も
の
で
、
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
温
泉
排
熱
の
利
用
が
困
難

な
こ
と
か
ら
、
地
中
熱
と
施
設
の
排
熱
を
利
用
し
た
融
雪
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
災
害
時
の
夜
間
等
に
使
用
す
る
た
め
に
蓄
電
池
へ
充
電
し
、
余
剰
電
力

は
平
常
時
及
び
災
害
時
の
日
中
の
電
力
と
し
て
使
用
す
る
「
蓄
電
付
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
（
出
力
30
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
蓄
電
容
量
30
キ
ロ
ワ
ッ
ト
程
度
）」、
太
陽
熱
集
熱

パ
ネ
ル
を
利
用
し
て
加
温
し
た
水
を
貯
湯
槽
に
蓄
え
た
後
、
既
存
ボ
イ
ラ
ー
で
加
熱

し
平
常
時
に
お
け
る
給
湯
及
び
暖
房
等
に
使
用
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る

避
難
者
等
の
生
活
用
水
等
に
使
用
す
る
「
太
陽
熱
利
用
給
湯
シ
ス
テ
ム
（
貯
湯
容
量

６
０
０
リ
ッ
ト
ル
程
度
）」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

登
別
エ
コ
温
泉
化

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

　

導
入
推
進
事
業
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昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）
年
に
、
本
格
的
な
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
が
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
）
と
し
て
始
ま
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
た
背
景

に
は
、
前
年
に
起
き
た
第
１
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
契
機
に
、
日
本
国
内
で
太
陽
光
発
電
の
技
術
開
発
が
ス

タ
ー
ト
し
、
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
可
能
と
な
る
様
々
な
種
類
の
太
陽
電
池
に
関

す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。

　

平
成
４
（
１
９
９
２
）
年
、
電
力
会
社
の
自
主
的
な
取
組
と
し
て
「
太
陽
光
発
電

に
よ
る
余
剰
電
力
の
販
売
価
格
で
の
買
電
制
度
」
が
始
ま
っ
た
。
太
陽
光
発
電
が
需

要
を
上
回
っ
て
発
電
し
た
場
合
に
、
余
っ
た
電
力
を
一
般
家
庭
向
け
の
電
力
販
売
価

格
と
同
じ
値
段
で
電
力
会
社
が
買
い
取
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
21
年
に
は
、
太
陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
の
買
い
取
り
が
電
力
会
社
に
義
務
付

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
後
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

対
す
る
注
目
が
集
ま
っ
た
。
国
に
お
い
て
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
観

点
か
ら
そ
の
利
用
促
進
を
図
る
政
策
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
平
成
24
年
に
太
陽
光
発

電
を
含
む
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て
発
電
し
た
電
力
の
全
て
に
つ
い
て
、
電
力
会
社

が
発
電
施
設
設
置
の
認
可
を
受
け
た
際
に
決
定
さ
れ
る
価
格
で
一
定
期
間
購
入
す
る

こ
と
を
義
務
付
け
る
「
固
定
価
格
買
取
制
度
」
を
設
け
た
。

　

同
制
度
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
進
む
に
つ
れ
て
、
必
要
と
な
る

設
備
等
の
価
格
が
低
下
し
て
い
く
も
の
と
の
考
え
か
ら
、
徐
々
に
電
力
の
買
い
取
り

価
格
が
逓
減
し
て
い
く
方
式
が
取
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
制
度
創
設
当
初
に
設
置
に

関
す
る
認
定
申
請
が
相
次
ぎ
、
全
国
各
地
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
大
規
模
発
電
の
設

置
が
進
め
ら
れ
た
。全
国
的
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
向
け
た
機
運
が
高
ま
る
中
で
、

本
市
と
し
て
も
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
向
け
て
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

平
成
24
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の
４
年
間
、
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

主
幹
を
配
置
し
た
。

　

平
成
25
年
10
月
に
は
、
札
内
町
で
本
市
内
初
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
稼
働
し
た
。
設

置
者
は
、（
株
）
大
林
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
で
、
発
電
出
力
２
千
１
０
０
キ
ロ
ワ
ッ

ト
、
年
間
発
電
見
込
が
約
２
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
・
ア
ワ
ー
で
、
一
般
家
庭
お
よ
そ

５
５
０
世
帯
が
利
用
で
き
る
発
電
量
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
も
事
業
者
が
参
入
し
、
本
市
内
に
お
い
て
経
済
産
業
省
か
ら
認
定
を
受
け

た
発
電
出
力
１
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
事
業
計
画
は
、
平
成
31
（
２
０
１
９
）
年

４
月
30
日
現
在
で
13
件
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
７
か
所
が
稼
動
を
開
始
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
１
年
間
の
総
発
電
量
は
１
２
２
６
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
・
ア
ワ
ー
で
、
一

般
的
な
家
庭
約
３
千
４
０
０
世
帯
に
１
年
間
供
給
可
能
な
発
電
量
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
11
年
に
閉
園
し
た
上
登
別
町
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
登
別
中
国
庭
園
・
天

華
園
」
跡
地
に
は
、（
株
）
Ｓ
Ｊ
ソ
ー
ラ
ー
北
海
道
に
よ
る
発
電
出
力
１
万
８
千
キ

ロ
ワ
ッ
ト
に
お
よ
ぶ
本
市
内
最
大
規
模
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

る
ほ
か
、
大
規
模
な
蓄
電
池
の
設
置
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
大
規
模
な
太
陽
光
発
電
設
備
だ
け

で
は
な
く
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

よ
う
な
小
規
模
な
設
備
に
対
し
て
も
設
置
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　

そ
の
端
緒
は
、
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
度
に
住
宅
改
良
促
進
特
別
融
資
制
度
の

項
目
に
設
け
た
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
改
良
」
で
あ
る
。
こ
の
制
度
で
は
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
だ
け
で
は
な
く
、
太
陽
熱
利
用
設
備
、
風
力
発
電
設
備
、
雪
氷
冷
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
熱
利
用
設
備
、
燃
料
電
池
も
対
象
と
し
て
い
る
。

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の

　

導
入
支
援

　

太
陽
光
発
電
・

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
立
地
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更
に
太
陽
光
発
電
の
普
及
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
施
工
に
あ
た
っ
て
は
本
市
内

の
関
連
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、「
登
別
市
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

補
助
金
」
制
度
を
平
成
24
年
度
に
設
け
た
。

　

こ
の
補
助
制
度
の
概
要
は
、
国
が
平
成
20
年
度
に
設
け
た
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導

入
支
援
対
策
費
補
助
金
の
交
付
対
象
者
に
対
し
て
、
上
乗
せ
し
て
本
市
が
補
助
す
る

制
度
で
あ
る
。
国
の
補
助
制
度
が
平
成
25
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
本

市
の
補
助
制
度
も
同
年
度
で
終
了
し
た
が
、
結
果
、
平
成
24
年
度
８
件
、
平
成
25
年

度
４
件
の
合
計
12
件
に
補
助
金
を
交
付
し
た
。

　

太
陽
光
発
電
設
備
の
耐
用
年
数
は
、
お
お
む
ね
10
年
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
更

新
あ
る
い
は
撤
去
を
行
っ
た
際
に
発
生
す
る
廃
棄
物
の
処
理
が
課
題
と
な
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
４
月
に
供
用
を
開
始
し
た
鷲
別

小
学
校
で
は
、
新
校
舎
の
屋
上
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

し
た
ほ
か
、
校
内
に
発
電
量
や
使
用
電
力
量
の
表
示
装
置
を
設
置
し
、
児
童
の
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
に
活
用
し
て
い
る
。
発
電
し
た
電
力
は
、
普
段
は
校
内
で
使
用
す

る
電
力
の
一
部
と
し
て
、
災
害
時
は
停
電
対
策
の
電
力
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

本
市
の
地
熱
開
発
は
、昭
和
52
（
１
９
７
７
）
年
の
ラ
ン
ド
サ
ッ

ト
（
資
源
可
能
性
探
査
）
人
工
衛
星
の
映
像
解
析
に
始
ま
る
。

昭
和
53
年
と
54
年
の
２
か
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
社
団
法
人
北
海
道
地
熱
総
合
研

究
所
に
よ
る
精
密
調
査
の
結
果
、
昭
和
55
年
３
月
に
「
地
温
が
高
く
温
泉
地
熱
開
発

の
有
望
地
域
」
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、本
市
は「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
」の
推
進
機
関
で
あ
る「
N
E
D
O
」

と
「
出
光
地
熱
開
発
（
株
）」
に
調
査
を
要
請
し
、
昭
和
56
年
７
月
に
上
登
別
地
区
、

翌
57
年
12
月
に
は
カ
ル
ル
ス
地
区
で
調
査
井
の
ボ
ー
リ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
そ
の
結

果
、
カ
ル
ル
ス
地
区
に
お
い
て
、
地
下
１
千
㍍
の
地
点
で
２
７
１
度
と
い
う
驚
異
的

な
地
熱
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
昭
和
62
年
６
月
か
ら
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
12
月
ま
で
、
N
E
D
O

が
地
熱
開
発
促
進
調
査
を
実
施
し
た
。調
査
結
果
は
、「
温
度
的
に
は
優
勢
で
あ
る
が
、

発
電
へ
の
可
能
性
を
推
し
量
る
た
め
の
貯
留
層
の
把
握
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
更
に
精

度
の
高
い
調
査
は
民
間
企
業
サ
イ
ド
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
企
業
の
意

向
次
第
（
魅
力
を
感
じ
る
か
ど
う
か
）
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

地
熱
発
電
は
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
環
境
に
優
し
い
の
は
も
ち

ろ
ん
、
燃
料
が
か
か
ら
な
い
。
ま
た
、
天
候
に
よ
っ
て
発
電
量
が
変
化
す
る
と
い
っ

た
太
陽
光
や
風
力
な
ど
他
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
抱
え
る
課
題
が
な
く
、
昼
夜

を
問
わ
ず
安
定
的
に
発
電
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
開
発
に
要
す
る
時
間
と

多
大
な
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
問
題
、
さ
ら
に
は
温
泉
の
泉
源
に
影
響
を
及
ぼ
し
枯

渇
す
る
懸
念
も
あ
り
、
地
元
関
係
者
と
の
調
整
が
必
要
な
こ
と
な
ど
が
電
気
事
業
者

や
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
近
年
、
新
た
な
井
戸
の
掘
削
を
必
要
と
し
な
い
未
利
用
温
泉
熱
や
既
存

の
温
泉
井
を
活
用
し
た
「
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
」
が
注
目
を
集
め
、大
分
県
や
福
島
県
、

道
内
に
お
い
て
も
弟
子
屈
町
や
洞
爺
湖
町
な
ど
で
導
入
さ
れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
な

る
技
術
開
発
の
進
展
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
市
は
、
登
別
温
泉
と
カ
ル
ル
ス
温
泉
な
ど
豊
か
な
温
泉
資

源
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
温
泉
熱
は
本
市
が
持
つ
特
徴

　

そ
の
他
の
太
陽
光

　

温
度
差
熱
利
用

　

地　
　
　

熱
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的
な
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

　

温
泉
熱
は
、
温
度
が
高
い
の
で
暖
房
や
給
湯
な
ど
の
熱
源
と
し
て
そ
の
ま
ま
利
用

す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
か
ら
、
源
泉
や
温
泉
排
水
か
ら
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
や
熱
交
換

器
を
利
用
し
て
熱
を
取
り
出
し
、「
登
別
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
や
「
ホ
テ
ル
ま
ほ
ろ
ば
」

で
は
給
湯
や
冷
暖
房
に
、「
第
一
滝
本
館
」
や
「
ゆ
も
と
登
別
」、「
滝
乃
家
」、「
玉

乃
湯
」
な
ど
で
は
給
湯
に
、「
登
別
石
水
亭
」
で
は
給
湯
と
融
雪
用
の
熱
源
と
し
て

利
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
登
別
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ニ
ク
ス
の
前
庭
に
あ
た
る
都
市
公
園
「
登
別
ビ
ー
チ

パ
ー
ク
」内
の
ト
イ
レ
や
環
境
省
が
登
別
地
獄
谷
展
望
台
入
り
口
に
設
置
し
た「
鬼
っ

子
ト
イ
レ
」
で
も
温
泉
や
地
中
の
熱
を
取
り
出
し
て
給
湯
や
暖
房
に
利
用
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
社
会
福
祉
法
人
彩
咲
会
が
設
置
し
て
い
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
チ
ボ
リ
の

森
」
に
も
高
効
率
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
給
湯
器
を
設
置
し
て
い
る
。

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
」
で
は
、
施
設

の
暖
房
用
に
バ
イ
オ
マ
ス
熱
を
利
用
し
た
「
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
」
を
導
入
す
る
ほ
か
、
指
定
管
理
者
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援

組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
」
と
連
携
し
て
「
小
水
力
発
電
装
置
ピ
コ
ピ
カ
」
を
活
用
し

た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。

３　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

本
市
で
は
、「
登
別
市
環
境
基
本
条
例
」
第
11
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
度

に
本
市
の
事
務
・
事
業
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
職
員
が
取
り
組
む
べ
き
環
境
へ
の

配
慮
事
項
を
「
登
別
市
環
境
配
慮
指
針
」
と
し
て
定
め
た
。

　

こ
の
指
針
は
、
平
成
16
年
度
に
お
け
る
電
力
、
燃
料
、
用
紙
な
ど
の
使
用
量
等
を

基
準
と
し
て
、
個
別
に
削
減
等
に
対
す
る
目
標
値
を
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

25
年
度
以
降
の
取
組
に
つ
い
て
は
、「
平
成
25
年
度
以
降
の
登
別
市
の
事
務
・
事
業

に
お
け
る
温
暖
化
対
策
の
方
針
」
を
定
め
、
各
年
度
の
使
用
量
等
に
つ
い
て
、
平
成

22
年
度
を
超
え
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
は
、
本
市
の
事
務
事
業
に
伴
い
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を

削
減
す
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て「
登
別
市
温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
事
務
事
業
編
）」

を
新
た
に
定
め
、
平
成
28
年
度
を
基
準
年
度
と
し
、
そ
れ
か
ら
令
和
３
（
２
０
２
１
）

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
基
準
年
度
比
で
約
5
㌫
削
減
す
る

と
い
う
目
標
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
庁
内
全
体
で
の
取
組
内
容
を
明
確
に
す
る
た

め
、「
算
定
に
含
ま
れ
る
項
目
の
目
標
値
」
と
「
算
定
に
含
ま
れ
な
い
項
目
の
目
標
値
」

と
に
区
分
し
、
進
行
を
管
理
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度

作
成
す
る
『
登
別
市
環
境
白
書
』
内
に
お
い
て
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

登
別
市
環
境
保
全
市
民
会
議
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
の
一
環
と
し
て
「
登
別
市
の
環
境
家
計
簿
」
の
作

成
と
普
及
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

　

環
境
家
計
簿
と
は
、
各
家
庭
が
排
出
す
る
地
球
温
暖
化
の
原
因
の
１
つ
と
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
各
家
庭
で
計
算
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
原
因
と
な
る
化

石
燃
料
や
電
気
、
ガ
ス
の
使
用
量
と
、
可
燃
ご
み
の
排
出
量
の
減
量
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
早
い
段
階
か
ら
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
意
識
付
け
を
行
う
こ
と
に
よ
り

環
境
保
全
に
対
す
る
啓
発
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
し
て
、
平
成
20
年
度
の
冬
休
み
か

　

そ
の
他
の
取
組

　

登
別
市
環
境
配
慮
指
針

　

環
境
家
計
簿
・

　

子
ど
も
環
境
家
計
簿
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ら
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
夏
休
み
と
冬
休
み
の
期
間
中
、
子
ど
も
環
境
家
計
簿
作

成
の
取
組
を
開
始
し
た
。

　

開
始
当
初
は
、
知
名
度
等
が
低
か
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
取
り
組
む
児
童
数
は

少
な
か
っ
た
が
、
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
児
童
数
が
増
加
し
て
い
き
、
平
成
30
年
の

冬
休
み
に
は
市
内
の
児
童
の
84
・
３
㌫
が
作
成
し
た
。

本
市
で
は
、
本
市
内
の
町
内
会
、
町
会
又
は
自
治
会
が
設

置
し
た
防
犯
灯
に
つ
い
て
、
節
電
と
二
酸
化
炭
素
排
出
削

減
を
図
る
た
め
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
防
犯
灯
の
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
、
そ
の

普
及
率
を
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
６
年
間
に
20
㌫
ま

で
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
24
年
度
か
ら
防
犯
灯
設
置
補
助
金
の
交
付
上
限

額
を
３
万
円
か
ら
５
万
円
に
増
額
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
実
施
予
定
期
間
半
ば
の
平
成
26
年
度
に
は
目
標
の
20
㌫
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
上
で
、
更
に
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、
当
初
予
定
の
平
成
29

年
度
ま
で
補
助
金
の
交
付
上
限
額
の
増
額
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
結
果
、
同

年
度
末
に
は
54
・
８
㌫
に
達
し
た
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
防
犯
灯
は
、
従
来
の
水
銀
灯
に
比
べ
て
消
費
電
力
量
が
少
な

く
、
耐
用
年
数
も
長
い
こ
と
か
ら
補
助
金
額
の
増
額
が
終
了
し
た
平
成
30
年
度
に
お

い
て
も
切
り
替
え
が
進
み
、
同
年
度
末
に
は
、
全
防
犯
灯
４
千
３
６
８
基
の
う
ち

２
千
８
４
２
基
（
約
65
㌫
）
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
防
犯
灯
へ
と
切
り
替
え
ら
れ
た
。

本
市
は
、
経
済
産
業
省
の
平
成
24
年
度
補
正

予
算
「
次
世
代
自
動
車
充
電
イ
ン
フ
ラ
整

備
促
進
事
業
」
及
び
北
海
道
の
「
次
世
代
自
動
車
充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
賛
同
し
、
電
気
自
動
車
の
急
速
充
電
器
の
空
白

地
帯
で
あ
る
本
市
を
周
辺
観
光
地
へ
の
回
遊
の
拠

点
と
す
べ
く
、
本
市
内
外
の
電
気
自
動
車
所
有
者

の
来
訪
を
促
す
た
め
、
電
気
自
動
車
急
速
充
電
器

１
基
を
市
役
所
本
庁
舎
前
に
設
置
し
、
平
成
27

（
２
０
１
５
）
年
２
月
２
日
か
ら
試
験
的
に
運
用
し
、

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
供
用
を
開
始
し
た
。

　

急
速
充
電
器
の
利
用
件
数
は
、
設
置
当
初
は
少

な
か
っ
た
が
、
電
気
自
動
車
が
普
及
す
る
に
つ
れ

て
利
用
件
数
は
増
加
し
て
い
っ
た
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進

　

電
気
自
動
車
急
速
充
電
器
等
の

　

設
置
及
び
電
気
自
動
車
の
導
入

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

0.0
平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年

図表2-6-1　取組児童数の推移
（単位：パーセント)

図表2-6-2　急速充電器利用件数の推移
利用件数

平成26年度 14件
平成27年度 89件
平成28年度 134件
平成29年度 380件
平成30年度 760件
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ま
た
、
本
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た

め
、
電
気
自
動
車
を
２
台
導
入
す
る
と
と
も
に
電
気
自
動
車
普
通
充
電
器
２
台
を
設

置
し
、
電
気
自
動
車
の
普
及
啓
発
に
役
立
て
る
も
の
と
し
た
。

　

平
成
28
年
３
月
に
は
、「
電
気
自
動
車
活
用
事
例
創
発
事
業
」
を
活
用
し
て
ワ
ゴ

ン
車
を
１
台
導
入
し
た
。

　

参
考
文
献

・
登
別
町
『
登
別
町
史
』
昭
和
42
年

・
登
別
市
『
市
史
ふ
る
さ
と
登
別
』
昭
和
60
年

・
登
別
市
『
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
』
各
号

・
登
別
市
『
登
別
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
』
平
成
16
年

・
登
別
市
議
会
『
平
成
12
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
議
事
録
』

・
岡
山
大
学
『
岡
山
大
学
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
報　

第
16
号
』（
加
瀬
野
悟
「
公
害

対
策
基
本
法
か
ら
環
境
基
本
法
へ-

環
境
基
本
法
の
成
立
と
そ
の
意
義-

）
平
成

６
年
12
月

・
北
海
道
経
済
部
『「
一
村
一
エ
ネ
」
事
業
取
組
事
例
集
』
平
成
27
年

・
北
海
道
新
聞
社
『
北
海
道
新
聞
』
各
号

・
室
蘭
民
報
社
『
室
蘭
民
報
』
各
号

第
２
節　

ご
み
処
理

１　

一
般
廃
棄
物

　

昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
に
制
定
さ
れ
た
「
清
掃
法
」
第
４
条
第
２
項
に
お
い
て

「
ご
み
処
理
」
は
市
や
特
別
清
掃
地
域
に
指
定
さ
れ
た
町
村
の
責
務
と
さ
れ
た
。

　

本
市
で
は
、
昭
和
30
年
３
月
24
日
に
本
町
（
現
・
幌
別
町
）
と
登
別
温
泉
町
が
特

別
清
掃
地
域
の
指
定
を
受
け
て
以
降
、
順
次
地
域
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
昭
和
33
年

４
月
１
日
に
は
「
幌
別
町
清
掃
条
例
」
を
施
行
し
、
ご
み
の
収
集
処
理
業
務
を
許
可

業
者
に
実
施
さ
せ
る
と
と
も
に
、
希
望
す
れ
ば
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
処

理
も
行
う
こ
と
に
し
た
。

　

事
業
を
開
始
し
た
許
可
業
者
は
、
滑
り
出
し
こ
そ
順
調
だ
っ
た
が
１
年
半
ほ
ど
経

過
し
た
時
点
で
、
経
営
難
に
陥
っ
た
た
め
、
昭
和
35
年
12
月
か
ら
「
ご
み
処
理
業
務
」

を
町
営
化
に
切
り
替
え
た
。

　

昭
和
40
年
代
に
入
り
、
家
庭
ご
み
の
質
も
大
き
く
変
化
し
、
ご
み
処
理
施
設
自
体

が
公
害
の
発
生
源
と
な
っ
て
き
た
た
め
、
ご
み
の
質
に
対
応
し
た
高
度
な
処
理
施
設

の
建
設
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

本
市
で
は
、
当
時
、
中
登
別
（
昭
和
32
年
９
月
）
と
カ
ル
ル
ス
（
昭
和
38
年
９

月
）
に
塵
芥
焼
却
炉
を
設
け
、
可
燃
物
の
処
理
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
ご
み
排
出
量

の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
昭
和
39
年
、
現
在
の
常
盤
町
３
丁
目
奥
に
処
理
能
力
10

㌧
／
日
の
「
来
馬
塵
芥
焼
却
炉
」
の
供
用
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
同
焼
却
炉
は
固

定
ロ
ス
ト
ル
自
然
焼
却
方
式
で
あ
っ
た
た
め
、
ご
み
を
完
全
焼
却
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
、
人
口
増
に
伴
う
市
街
地
の
発
展
で
施
設
区
域
に
一
般
住
居
が
接
近
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す
る
こ
と
か
ら
、
施
設
か
ら
発
生
す
る
悪
臭
や
じ
ん
灰
・
排
煙
な
ど
へ
の
住
民
か
ら

の
苦
情
が
絶
え
ず
、
稼
働
６
年
後
の
昭
和
45
年
７
月
に
使
用
中
止
へ
と
追
い
込
ま
れ

た
。
そ
れ
以
降
は
、
可
燃
物
・
不
燃
物
を
問
わ
ず
全
て
の
ご
み
を
同
年
４
月
に
供
用

を
開
始
し
た
「
千
歳
最
終
処
分
場
」
へ
搬
入
し
、埋
立
処
分
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
48
（
１
９
７
３
）
年
当
時
の
本
市
に
お
け
る
１
日
平

均
の
ご
み
排
出
量
は
約
40
㌧
で
、
そ
の
内
可
燃
ご
み
は
約

33
㌧
で
あ
っ
た
。
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
所
得
の
増
加
、家
電
の
急
速
な
普
及
、ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
登
場
な
ど
に
よ
る
大
量
生
産
・
大
量
消
費
型
の
経
済
が
進
展
し
、

ご
み
の
排
出
量
は
急
速
に
増
加
し
て
、
種
類
も
多
様
化
し
て
い
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
千
歳
最
終
処
分
場
で
の
埋
立
処
分
は
、「
ハ
エ
」、「
蚊
」
の
大
量
発
生
、
悪
臭
、

カ
ラ
ス
の
群
生
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
、
地
下
水
の
汚
染
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

昭
和
49
年
９
月
、
第
３
回
市
議
会
定
例
会
で
「
塵
芥
焼
却
処
理
施
設
建
設
計
画
」

に
関
す
る
行
政
報
告
が
行
わ
れ
た
。
同
計
画
で
は
、
建
設
年
度
を
昭
和
50
年
度
か
ら

52
年
度
ま
で
の
３
か
年
と
し
、
建
設
場
所
は
川
上
町
２
４
１
番
地
、
千
歳
町
２
１
５

番
地
、
登
別
港
町
２
丁
目
24
番
地
の
３
か
所
を
候
補
地
と
し
て
上
げ
て
い
る
。
建
設

事
業
費
は
約
９
億
５
千
万
円
で
、「
防
衛
施
設
周
辺
生
活
環
境
整
備
法
」
に
基
づ
く

国
庫
補
助
金
の
活
用
を
前
提
と
し
て
、
札
幌
防
衛
施
設
局
と
の
間
で
、
事
業
費
の
約

３
割
に
相
当
す
る
２
億
８
千
万
円
の
目
処
が
つ
い
た
と
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
施
設

規
模
は
１
日
あ
た
り
８
時
間
の
稼
働
で
60
㌧
（
30
㌧
×
２
基
）
の
処
理
能
力
を
有
す

る
機
械
化
バ
ッ
チ
燃
焼
式
焼
却
炉
を
建
設
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
建
設
の
協
議
は
二
転
三
転
し
た
。

　

昭
和
50
年
３
月
３
日
、
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
の
２
回
目
の
行
政
報
告
で
は
、

前
回
報
告
し
た
３
か
所
の
候
補
地
全
て
を
取
り
下
げ
、
新
た
に
川
上
町
２
９
２
番
地

７
、
道
道
弁
景
幌
別
線
沿
い
の
幌
別
ダ
ム
管
理
事
務
所
か
ら
約
２
・
５
㌔
㍍
鉱
山
寄

り
の
場
所
に
変
更
し
た
。

　

そ
の
理
由
は
、
①
所
有
者
が
買
収
に
応
じ
な
い
、
②
提
示
価
格
が
時
価
に
比
べ
高

す
ぎ
る
、
③
切
り
売
り
に
は
応
じ
ず
、
周
辺
を
含
め
全
地
で
な
け
れ
ば
売
ら
な
い
な

ど
、
３
か
所
と
も
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
至
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

定
例
会
の
開
会
よ
り
一
足
早
い
２
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
都
市
計
画
審
議
会
に

は
、
建
設
予
定
地
と
し
て
川
上
町
２
９
２
番
地
７
の
案
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
こ
の
建
設
場
所
を
め
ぐ
っ
て
、
既
に
付
近
住
民
か
ら
反
対
運
動
が
持
ち
上
が
っ

て
い
た
。
建
設
場
所
は
、
年
間
７
、８
万
人
で
に
ぎ
わ
う
川
上
自
然
公
園
の
付
近
と

あ
っ
て
、
特
に
公
園
を
管
理
運
営
し
て
い
る
事
業
者
は
「
自
然
を
破
壊
す
る
」
と
猛

烈
に
反
発
し
た
の
で
あ
る
。

　

３
月
の
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
は
、
市
民
の
反
対
運
動
や
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
を

受
け
、
川
上
自
然
公
園
隣
接
地
の
案
に
は
否
定
的
な
声
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
統

一
地
方
選
挙
が
目
前
に
迫
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
一
般
質
問
の
通
告
者
が
ゼ

ロ
、
予
算
委
員
会
も
２
日
間
で
終
了
す
る
な
ど
、
異
例
の
速
さ
で
閉
会
し
た
。

　

一
方
、
市
議
会
終
了
後
の
３
月
25
日
に
公
害
対
策
審
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ

で
は
提
案
さ
れ
た
川
上
町
の
候
補
地
に
つ
い
て
、「
ダ
ム
湖
周
辺
の
自
然
公
園
地
域

に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
」
と
い
う
疑
問
の
声
や
、「
む
し
ろ
海
岸
地
域
の
方
が
適
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
発
言
が
目
立
っ
た
。
両
審
議
会
と
も
に
慎
重
な
意
見
が

多
か
っ
た
こ
と
を
受
け
、本
市
は
新
た
な
「
建
設
場
所
」
探
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

６
月
10
日
、
公
害
対
策
審
議
会
、
都
市
計
画
審
議
会
の
合
同
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

諮
問
内
容
の
建
設
候
補
地
に
は
、前
回
提
案
さ
れ
た
川
上
町
の
候
補
地
を
Ａ
案
と
し
、

新
た
に
幸
町
２
丁
目
６
番
地
が
Ｂ
案
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
た
。
合
同
委
員
会
の
議

　

清
掃
工
場
の
建
設
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論
は
伯
仲
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
Ｂ
案
に
決
定
し
市
長
へ
答
申
し
た
の
で
あ
る
。

建
設
予
定
地
と
な
っ
た
Ｂ
案
は
、
既
存
の
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処
理
場
）
か
ら
富

浦
側
に
約
２
０
０
㍍
寄
り
の
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
る
が
、
工
業
地
帯
と
し
て
形
成

さ
れ
つ
つ
あ
る
地
区
で
あ
っ
た
。

　

６
月
18
日
、
第
２
回
市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
た
。「
ご
み
処
理
施
設
」
関
係
の

案
件
で
は
、
両
審
議
会
か
ら
答
申
の
あ
っ
た
、
幸
町
２
丁
目
６
番
地
を
建
設
予
定
地

と
す
る
３
回
目
の
行
政
報
告
の
ほ
か
、
実
施
設
計
委
託
料
な
ど
の
補
正
予
算
も
上
程

さ
れ
た
。
し
か
し
、
新
た
な
候
補
地
の
幸
町
に
つ
い
て
も
反
対
の
声
が
上
が
っ
て
い

た
。
近
隣
の
10
町
内
会
の
代
表
者
の
連
名
で
、
市
議
会
に
「
設
置
場
所
に
反
対
す
る

請
願
書
」
が
出
さ
れ
、
１
千
６
０
０
人
を
超
え
る
住
民
の
署
名
が
添
付
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

７
月
４
日
の
本
会
議
で
、「
請
願
書
」
を
審
議
し
た
社
会
常
任
委
員
会
の
渋
谷
孝

次
郎
委
員
長
か
ら
「
願
意
に
つ
い
て
は
了
と
し
採
択
す
る
も
、
そ
の
位
置
に
建
設
す

る
た
め
市
民
と
の
話
し
合
い
、
そ
の
他
の
努
力
を
妨
げ
る
も
の
で
な
い
」
と
審
査
の

結
果
報
告
が
な
さ
れ
た
。
２
名
の
議
員
か
ら
、「
採
択
な
の
か
不
採
択
な
の
か
報
告

理
由
が
曖
昧
だ
」
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
が
、
渋
谷
委
員
長
は
、「
市
民
の
意
思
を
尊

重
す
べ
き
と
判
断
し
請
願
は
採
択
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
補
助
金
が
内
定
し
て
い

る
と
い
う
事
情
を
勘
案
し
つ
つ
、
行
政
に
対
し
市
民
と
真
摯
な
姿
勢
で
話
し
合
い
に

望
む
こ
と
を
促
す
と
と
も
に
、
か
つ
他
の
建
設
場
所
を
探
す
努
力
に
つ
い
て
も
求
め

た
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

　

本
市
は
、
請
願
に
名
を
連
ね
た
関
係
町
内
会
の
住
民
へ
の
説
明
会
や
２
０
０
名
以

上
の
希
望
者
が
参
加
し
て
他
市
の
ご
み
処
理
施
設
の
見
学
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
市

民
に
対
し
理
解
と
協
力
を
求
め
る
行
動
を
精
力
的
に
行
っ
た
。そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、

市
民
の
反
対
運
動
は
徐
々
に
沈
静
化
し
て
い
っ
た
。

　

公
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
45
㍍
の
煙
突
の
土
台
を
高
く
し
て
排
煙
の
高
さ
を
50
㍍

に
す
る
こ
と
、
排
ガ
ス
・
ば
い
じ
ん
を
基
準
内
に
抑
え
る
ほ
か
、
燃
焼
ガ
ス
か
ら
の

悪
臭
は
炉
出
口
ガ
ス
温
度
を
75
度
以
上
に
保
つ
こ
と
に
よ
り
臭
気
源
で
あ
る
ア
ン
モ

ニ
ア
、
タ
ー
ル
、
ア
ル
デ
ヒ
ド
等
を
熱
分
解
し
完
全
無
臭
の
煙
と
す
る
こ
と
な
ど
の

計
画
内
容
が
示
さ
れ
た
。

　
「
ご
み
処
理
施
設
建
設
工
事
」
は
昭
和
51
年
８
月
、
当
初
計
画
か
ら
約
１
年
遅
れ

で
着
工
し
、
昭
和
53
年
12
月
に
竣
工
し
た
。
処
理
場
は
「
登
別
市
清
掃
工
場
」
と
命

名
さ
れ
、
翌
54
年
４
月
か
ら
運
転
を
開
始
し
た
。

平
成
３
（
１
９
９
１
）
年
４
月
に
「
再
生
資
源
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
現
「
資
源
の
有
効
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律
」）
が
制
定
さ
れ
た
の
に
続
き
、
同
年
10
月
に
は
「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」（
通
称
「
廃
棄
物
処
理
法
」）
が
大
幅
に
改
正
さ

れ
た
。
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
へ
と
時
代
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　

本
市
で
は
、
平
成
３
年
度
か
ら
生
ゴ
ミ
の
排
出
量
を
減
ら
す
狙
い
で
「
コ
ン
ポ

ス
ト
」（
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
）
の
購
入
助
成
を
始
め
た
。
助
成
額
は
１
世
帯
１
個

に
つ
い
て
２
千
円
を
限
度
に
行
い
、
５
年
間
で
当
時
の
全
世
帯
数
の
１
割
に
近
い

１
千
８
５
０
個
分
を
助
成
し
た
。
生
ご
み
が
堆
肥
に
な
る
ま
で
ほ
ぼ
１
年
間
か
か
る

た
め
、２
個
で
効
率
よ
く
使
い
た
い
と
希
望
す
る
市
民
が
増
え
た
こ
と
に
配
慮
し
て
、

平
成
８
年
度
か
ら
は
１
世
帯
あ
た
り
２
個
ま
で
拡
大
し
た
。

　

平
成
４
年
度
か
ら
町
内
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
、「
登
別
方
式
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
」
を
開
始
し
た
。
第
１
種
回
収
資
源
と
し
て
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
な

ど
の
紙
類
と
生
び
ん
、
衣
類
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
第
２
種
回
収
資
源
と
し
て
金
属
類
や

空
き
缶
、
雑
び
ん
類
の
回
収
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
発
足
時
、
第
１
種
５
８
９
㌧
、

　

ご
み
の
排
出
抑
制
と

　

リ
サ
イ
ク
ル
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第
２
種
62
㌧
で
ス
タ
ー
ト
し
た
分
別
収
集
は
、
３
年
後
の
平
成
６
年
度
に
は
第
1
種

６
３
５
㌧
、
第
２
種
２
３
４
㌧
へ
と
増
加
し
た
。
こ
う
し
た
地
道
な
活
動
は
、
平
成

９
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」の
リ
ハ
ー

サ
ル
と
な
り
、
市
民
の
ご
み
減
量
意
識
の
高
揚
に
役
立
っ
た
。

　

平
成
３
年
度
に
は
、
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
物
品
を
本
市
に
登
録
し
、
こ
れ
ら
の

情
報
を
市
広
報
紙
を
通
じ
て
市
民
に
知
ら
せ
、
市
民
間
で
譲
り
合
う
シ
ス
テ
ム
「
不

用
品
ダ
イ
ヤ
ル
市
」
を
開
始
し
た
。
発
足
時
の
登
録
数
は
２
９
１
件
で
、
そ
の
う
ち

約
４
割
の
１
１
３
件
で
譲
渡
が
成
立
し
た
。
こ
の
不
用
品
ダ
イ
ヤ
ル
市
は
、
登
別
消

費
者
協
会
の
協
力
で
現
在
も
継
続
し
て
い
る
。

昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
に
「
幌
別
町
清
掃
条
例
」
を

改
正
し
、
従
来
の
希
望
者
だ
け
の
収
集
・
処
分
か
ら
対

象
区
域
内
の
全
戸
が
義
務
制
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
処
分
手
数
料
も
人
員
別
、

職
業
別
の
年
間
処
理
料
金
制
を
導
入
し
た
。
し
か
し
、
５
年
後
の
昭
和
44
年
に
は
、

全
て
の
家
庭
ご
み
を
無
料
化
へ
転
換
す
る
。
京
都
府
立
大
学
大
学
院
の
「
ご
み
有
料

化
の
歴
史
的
変
遷
」
に
関
す
る
研
究
に
よ
る
と
、
都
市
に
お
け
る
「
家
庭
ご
み
有
料

化
は
、
戦
後
10
年
間
で
ほ
ぼ
皆
無
の
状
態
か
ら
約
50
㌫
ま
で
大
き
く
増
加
し
、
そ
の

後
１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
10
年
間
で
約
10
㌫
へ
減
少
し
た
」
と
さ
れ
、
当
時
、
町

が
進
め
て
い
た
政
策
は
、
社
会
の
動
き
と
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
4
月
か
ら
、
新
施
設
の
稼
働
に
合
わ
せ
て
「
燃
や
せ
る

ご
み
」、「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」、「
粗
大
ご
み
」
に
つ
い
て
、
排
出
量
に
応
じ
た
有
料

収
集
を
開
始
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
と
平
成

９
年
か
ら
３
年
間
で
整
備
し
た
中
間
処
理
施
設
と
最
終
処
分
場
な
ど
へ
の
大
型
投
資

が
あ
っ
た
。

　

指
定
袋
は
１
㍑
あ
た
り
２
円
で
、
10
㍑
か
ら
40
㍑
ま
で
の
４
種
類
を
用
意
し
た
。

指
定
袋
を
使
用
で
き
な
い
物
や
粗
大
ご
み
用
に
は
、
１
枚
１
６
０
円
の
ご
み
処
理
券

も
用
意
さ
れ
た
。
一
方
で
資
源
ご
み
と
有
害
ご
み
は
無
料
と
し
た
。
ま
た
、
従
来
か

ら
唯
一
有
料
だ
っ
た
、「
家
庭
の
大
掃
除
や
引
っ
越
し
な
ど
一
時
的
に
出
る
多
量
ご

み
」
の
自
己
搬
入
と
事
業
系
の
ご
み
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
１
０
０
㎏
ご
と

１
６
０
円
」
の
処
分
手
数
料
を
「
１
０
０
㎏
ご
と
２
４
０
円
」
に
見
直
し
た
。

　

有
料
化
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
自
己
搬
入
の
件
数
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
が
判
明
す
る
。
市
民
は
、
料
金
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
粗
大
ご
み
、
あ
る
い
は

指
定
ご
み
袋
で
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
排
出
し
づ
ら
い
ご
み
を
「
ご
み
処
理
券
」
で
対
応

せ
ず
、
直
接
搬
入
し
た
の
で
あ
る
。

　

平
成
16
年
４
月
か
ら
、
市
民
の
利
便
性
を
高
め
る
制
度
と
す
る
た
め
、
自
己
搬
入

の
対
象
に
「
日
常
生
活
で
発
生
す
る
粗
大
ご
み
や
多
量
ご
み
」
を
加
え
、「
１
０
０

㎏
ま
で
５
０
０
円
、
10
㎏
増
す
ご
と
に
50
円
を
加
算
す
る
」
と
手
数
料
の
見
直
し
を

図
っ
た
。

昭
和
35
（
１
９
６
０
）
年
か
ら
始
ま
っ
た
直
営
に
よ
る
家
庭

系
の
ご
み
収
集
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
56
年
の
「
登
別
温
泉
地

区
」
を
は
じ
め
と
し
て
収
集
の
民
間
業
者
へ
の
委
託
が
始
ま
っ
た
。
同
地
区
で
の
実

施
は
、
温
泉
街
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
早
朝
収
集
と
登
別
観
光
協
会
が
実
施

し
て
い
る
事
業
系
の
ご
み
収
集
業
務
と
の
共
同
化
を
図
る
た
め
だ
っ
た
。
そ
れ
以
降

も
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や
宅
地
造
成
な
ど
人
口
の
異
動
状
況
に
応
じ
た
効
率
的
な

収
集
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
10
（
１
９
９
８
）
年
度
ま
で
部
分
的
な
委
託
化
の
拡

大
な
ど
直
営
区
域
と
委
託
区
域
と
の
調
整
を
行
っ
た
。

　

平
成
９
年
４
月
に
お
け
る
委
託
区
域
は
、「
登
別
温
泉
地
区
」、「
登
別
地
区
」、「
千

　

ご
み
処
理
の
有
料
化

　

収
集
業
務
等
の

　

民
間
委
託
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歳
町
の
一
部
」、「
幌
別
町
の
一
部
」、「
中
央
町
の
一
部
」
で
、
収
集
車
２
台
体
制
で

実
施
し
、
直
営
区
域
は
そ
れ
以
外
の
地
区
を
収
集
車
４
台
体
制
で
収
集
し
て
い
た
。

な
お
、分
別
方
法
は
、「
燃
や
せ
る
ご
み
」、「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」、「
粗
大
ご
み
」、「
有

害
ご
み
」の
４
分
別
で
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、約
１
千
３
４
０
か
所
に
設
置
し
た
。

事
業
系
ご
み
は
、各
事
業
所
が
自
己
の
責
任
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、

収
集
運
搬
許
可
業
者
（
４
社
）
に
依
頼
す
る
か
、
自
己
搬
入
に
よ
る
も
の
と
し
、
分

別
方
法
は
、
家
庭
ご
み
と
同
様
で
あ
っ
た
。

　

平
成
10
年
12
月
「
新
ご
み
処
理
施
設
業
務
及
び
ご
み
収
集
業
務
の
民
間
委
託
」
を

市
職
員
労
働
組
合
に
提
示
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
平
成
12
年
４
月
か
ら
の
「
中
間
処

理
施
設
」、「
最
終
処
分
場
」
な
ど
新
施
設
の
運
転
管
理
業
務
全
般
に
わ
た
る
も
の
と

「
家
庭
系
ご
み
収
集
業
務
」
全
体
に
つ
い
て
民
間
委
託
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
団
体

交
渉
に
お
い
て
、
本
市
は
民
間
委
託
提
案
の
基
本
方
針
を
次
の
と
お
り
説
明
し
て
い

る
。

　
「
新
施
設
の
建
設
や
運
営
に
は
、
莫
大
な
費
用
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
家
庭

系
ご
み
の
有
料
化
を
導
入
し
、
市
民
か
ら
も
経
費
の
一
部
を
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
内
部
努
力
を
し
て
経
費
節
減
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」。
さ
ら
に
は
「
分
別
の
徹
底
や
リ
サ
イ
ク
ル
・
ご
み
の
減
量
化
の
推
進
な
ど
直

接
市
民
と
応
対
し
指
導
す
る
業
務
に
つ
い
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め

職
員
を
新
た
に
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

民
間
委
託
は
、
将
来
的
に
ス
リ
ム
な
行
政
組
織
を
目
指
す
行
財
政
改
革
と
、
有
料

袋
の
導
入
や
分
別
指
導
な
ど
間
も
な
く
ス
タ
ー
ト
す
る
新
し
い
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム

を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
、
短
・
中
期
的
に
対
応
す
る
職
員
を
配
置
転
換
で
確

保
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。

　

市
職
員
労
働
組
合
は
、
交
渉
へ
臨
む
に
当
た
っ
て
、
本
市
が
創
設
以
来
、
最
大
の

大
型
事
業
に
投
資
し
て
い
る
こ
と
や
学
校
施
設
を
は
じ
め
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

へ
の
対
応
な
ど
、
市
が
抱
え
て
い
る
様
々
な
行
政
課
題
が
山
積
し
て
い
る
状
況
を
十

分
に
理
解
し
て
い
た
。
２
か
月
間
に
わ
た
っ
た
事
務
折
衝
・
団
体
交
渉
を
経
て
、
①

配
置
転
換
と
な
る
職
員
の
不
安
解
消
に
努
め
る
こ
と
。
②
本
委
託
が
多
大
な
財
政
負

担
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。
の
条
件
を
付
し
て
、
平
成
11
年
２
月
に
提
案

内
容
を
了
承
し
た
。

本
市
は
、
平
成
６
（
１
９
９
４
）
年
度
に
「
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
」
を
見
直
し
、
新
た
な
中
間
処
理
施

設
の
新
設
を
計
画
し
て
い
た
。
可
燃
ご
み
の
中
間
処
理
と
し
て
焼
却
処
理
を
実
施
し

て
い
た
清
掃
工
場
は
、
昭
和
54
（
１
９
７
９
）
年
に
供
用
開
始
し
て
か
ら
、
こ
の
時

点
で
15
年
を
経
過
し
、経
年
的
な
老
朽
化
な
ど
に
よ
る
設
備
の
損
傷
が
著
し
か
っ
た
。

ま
た
、
ご
み
の
高
カ
ロ
リ
ー
化
や
ご
み
排
出
量
の
増
加
に
伴
い
、
稼
働
時
間
や
稼
働

日
数
を
増
や
し
て
対
処
し
て
い
た
が
、処
理
能
力
そ
の
も
の
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、

施
設
の
更
新
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。

　

一
方
、昭
和
45
年
か
ら
埋
立
処
分
を
行
っ
て
い
た
千
歳
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
も
、

大
型
の
家
電
製
品
や
家
具
、
マ
ッ
ト
レ
ス
な
ど
重
量
、
体
積
が
極
め
て
大
き
い
ご
み

が
持
ち
込
ま
れ
、
ま
た
、
焼
却
施
設
で
処
理
で
き
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
な
ど
が
近
年
増
加
し
て
い
る
た
め
、
使
用
可
能
年
数
は
残
り
わ
ず
か
と
見
込

ま
れ
て
い
た
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
８
年
３
月
、
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
向
け
た
「
基
本
計
画
書
」

を
策
定
し
た
。
同
計
画
は
、中
間
処
理
施
設
と
最
終
処
分
場
の
整
備
を
同
時
に
行
い
、

新
た
な
処
理
施
設
と
と
も
に
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
全
体
の
充
実
を
図
り
、「
廃
棄
物

循
環
型
処
理
」
を
構
築
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

新
ご
み
処
理
施
設
の

　

整
備
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平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
10
月
か
ら
翌
年
１
月
ま
で
の
間
、新
ご
み
処
理
施
設
「
ク

リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
稼
動
に
伴
う
分
別
方
法
の
変
更
や
有
料
化
の
導
入
な
ど
に
つ

い
て
、
各
地
区
の
連
合
町
内
会
役
員
を
は
じ
め
に
99
の
単
位
町
内
会
、
２
千
１
１
８

の
事
業
所
、
２
９
４
の
飲
食
店
、
33
の
各
種
団
体
を
対
象
に
説
明
会
を
行
っ
た
。
町

内
会
は
原
則
単
位
町
内
会
ご
と
に
行
う
こ
と
と
し
、
お
お
む
ね
50
世
帯
を
１
単
位
に

回
数
を
設
定
し
て
数
日
間
に
渡
っ
て
実
施
し
た
。
最
大
で
20
回
開
催
し
た
町
内
会
も

あ
り
、
延
べ
開
催
回
数
は
２
８
４
回
、
出
席
者
数
は
６
千
７
７
７
人
を
数
え
た
。
事

業
所
関
係
に
つ
い
て
は
、
32
回
開
催
し
、
４
９
３
事
業
所
が
参
加
し
た
。

　

新
施
設
は
、
い
ず
れ
も
平
成
９
年
度
か
ら
平
成
11
年
度
ま
で
の
３
か
年
で
整
備
を

行
い
、
平
成
12
年
４
月
に
供
用
を
開
始
し
た
。

　

中
間
処
理
施
設
の
建
設
予
定
地
は
、
現
有
施
設
「
清
掃
工
場
」
に
隣
接
し
た
、
日

の
出
野
球
場
用
地
（
幸
町
２
丁
目
５
番
地
１
）
に
決
定
し
、
埋
立
処
分
量
の
低
減
、

資
源
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
「
焼
却
処
理
施
設
」
と
「
再
生
利
用
施
設
（
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
）」
を
併
設
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
の
ご
み
排
出
構
造
の
特
徴
で
あ
る
ホ
テ
ル
や
旅
館
等
か
ら
排
出
さ
れ

る
事
業
系
厨
芥
類
（
生
ご
み
）
が
多
い
現
状
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
有
効
利
用
を
図

る
「
高
速
堆
肥
化
処
理
施
設
」
も
併
せ
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

施
設
の
処
理
能
力
は
、
焼
却
処
理
施
設
61
・
５
㌧
／
日
×
２
炉
、
再
生
利
用
施
設

と
し
て
破
砕
処
理
施
設
24
㌧
／
日
、
再
資
源
化
施
設
11
㌧
／
日
、
高
速
堆
肥
化
処
理

施
設
５
㌧
／
日
で
あ
っ
た
。

　
「
高
速
堆
肥
化
処
理
施
設
」
は
、循
環
資
源
と
位
置
づ
け
た
生
ご
み
か
ら
「
た
い
肥
」

を
生
成
し
土
に
還
し
て
ま
た
作
物
に
生
成
す
る
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る

象
徴
的
な
施
設
で
あ
っ
た
。
登
別
温
泉
街
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
を
受
け
入
れ
、
可
燃
ご
み
の
焼
却
時
に
得
ら
れ
る
余

熱
を
利
用
し
て
「
た
い
肥
」
を
生
産
し
て
き
た
。
し
か
し
、
供
用
を
開
始
し
て
か
ら

20
年
を
経
過
し
、
そ
の
役
割
も
一
定
程
度
達
成
し
た
こ
と
と
老
朽
化
し
た
施
設
の
整

備
費
捻
出
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
末

を
も
っ
て
廃
止
し
た
。

　

焼
却
処
理
施
設
は
、
高
温
に
熱
し
た
炉
の
中
に
ご
み
を
投
入
し
、
熱
砂
と
一
緒
に

か
く
は
ん
燃
焼
す
る
「
流
動
床
式
焼
却
炉
」
を
採
用
し
た
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、

活
性
炭
を
吹
き
込
み
吸
着
さ
せ
た
後
、
濾
過
式
集
塵
機
に
て
捕
集
除
去
し
た
上
で
、

さ
ら
に
触
媒
反
応
に
よ
り
分
解
除
去
し
て
基
準
値
以
下
と
す
る
な
ど
高
度
な
処
理
技

術
と
最
新
鋭
の
設
備
で
環
境
対
策
に
万
全
を
期
し
て
い
た
。

　

本
市
は
、
新
施
設
の
正
式
名
称
に
つ
い
て
、
市
民
公
募
を
し
た
と
こ
ろ
、
２
５
５

人
か
ら
３
７
０
点
の
応
募
が
あ
り
、
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
で
審
査
し
た
結

果
、
登
別
小
学
校
６
年
生
の
女
子
児
童
が
応
募
し
た
「
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
と

決
定
し
た
。
き
れ
い
、
清
潔
を
意
味
す
る
「
ク
リ
ー
ン
」
と
資
源
ご
み
の
「
リ
サ
イ

ク
ル
」
を
合
わ
せ
た
も
の
で
、
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
た
。

整
備
費
用
の
総
額
は
73
億
６
千
万
円
に
達
し
た
。国
庫
補
助
金
は
約
９
億
９
千
万
円
、

市
債
は
約
60
億
円
。
市
債
の
償
還
に
対
す
る
地
方
交
付
税
措
置
な
ど
後
年
度
の
財
政

負
担
も
綿
密
に
試
算
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
北
海
道
の
「
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
」
に

基
づ
き
、
隣
接
す
る
白
老
町
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
（
可
燃
・
不
燃
ご
み
等
）

に
つ
い
て
も
広
域
処
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

そ
の
後
、
白
老
町
が
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
か
ら
固
形
燃
料
を
作
る
「
バ
イ
オ
マ
ス

燃
料
化
事
業
」
を
実
施
す
る
の
に
伴
い
、平
成
21
年
度
に
広
域
処
理
を
解
消
し
た
が
、

同
施
設
の
処
理
機
能
が
低
下
し
た
た
め
、
白
老
町
か
ら
再
度
ご
み
搬
入
の
要
請
を
受
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け
、
平
成
26
年
４
月
よ
り
可
燃
ご
み
の
受
け
入
れ
を
再
開
し
た
。

　

最
終
処
分
場
は
、
千
歳
町
２
６
３
番
地
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
か
ら
見

て
５
０
０
㍍
程
市
街
地
寄
り
の
山
間
地
に
決
定
し
た
。
同
処
分
場
は
埋
立
地
内
に
全

面
に
二
重
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
遮
水
シ
ー
ト
を
張
り
、
さ
ら
に
漏
水
検
知
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
浸
出
水
が
周
辺
を
汚
染
し
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
「
管
理
型
」
を
採
用
し
て

い
る
。
ま
た
、
浸
出
水
処
理
施
設
を
併
設
完
備
し
、
埋
立
地
か
ら
発
生
す
る
浸
出
水

を
浄
化
処
理
し
て
、
衛
生
的
で
安
全
な
放
流
水
に
し
て
い
る
。

　

整
備
費
用
16
億
１
千
万
円
、
埋
立
容
量
９
万
５
千
平
方
㍍
、
設
計
段
階
で
の
埋
立

期
間
は
15
年
間
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
稼
働
開
始
か
ら
15
年
目
と
な
る
平
成
26
年
４

月
末
の
時
点
で
、
残
余
容
量
は
５
万
９
千
１
７
平
方
㍍
と
な
っ
て
お
り
、
ご
み
減
量

化
の
取
組
効
果
も
あ
っ
て
か
埋
立
容
量
の
約
60
㌫
が
埋
立
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
５
月
、「
ク
リ
ン
ク

ル
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
予
定
地
を
決
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
段
階
で
連
合
町
内
会
や
近
隣
の
単
位
町
内
会
ご
と
に
住
民
説
明
会
を
実

施
し
た
。
そ
れ
ら
と
同
時
並
行
で
、「
日
の
出
野
球
場
」
の
移
転
に
つ
い
て
、
市
教

委
や
体
育
協
会
、
野
球
連
盟
に
協
力
要
請
が
行
わ
れ
た
。
市
教
委
は
、
本
市
内
に
不

足
し
て
い
る
体
育
施
設
を
新
球
場
に
併
設
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
施
設
規

模
に
見
合
っ
た
場
所
探
し
を
行
っ
た
。
北
海
道
曹
達
（
株
）
の
所
有
地
、
約
７
万
平

方
㍍
の
借
用
が
可
能
と
な
り
、
両
翼
１
０
０
㍍
、
中
堅
１
２
０
㍍
の
、「
川
上
公
園

野
球
場
」
よ
り
一
回
り
大
き
い
新
球
場
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
８
、

９
年
の
２
か
年
で
野
球
場
の
ほ
か
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
を
整
備
し
、
市
民
の
健
康
ゾ
ー
ン
「
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
」
と

命
名
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
平
成
16
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
新
市
民
プ
ー
ル
（
ら
く
あ
）」
に
は
、

暖
房
・
給
湯
・
融
雪
・
プ
ー
ル
の
加
温
な
ど
の
熱
源
と
し
て
「
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」

の
ご
み
の
焼
却
に
よ
っ
て
発
生
す
る
余
熱
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

２　

し
尿
処
理

　

本
市
内
で
発
生
し
た
し
尿
は
、
田
畑
の
地
力
を
維
持
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
存
在

と
し
て
、
ま
た
、
安
価
な
肥
料
と
し
て
農
業
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

　

昭
和
15
（
１
９
４
０
）
年
に
日
本
製
鉄
（
株
）
社
宅
の
建
設
が
開
始
さ
れ
、
農
業

に
従
事
し
な
い
住
民
が
急
激
に
増
加
し
た
も
の
の
、
社
宅
の
住
民
が
家
庭
菜
園
な
ど

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
近
隣
の
農
業
者
が
肥
料
と
し
て
引
き
取
っ
て
い
た
た
め
に

特
段
の
問
題
は
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
29
年
７
月
に
施
行
さ
れ
た
「
清
掃
法
」
に
よ
っ
て
、
し
尿
の
農
地

へ
の
直
接
還
元
が
禁
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
農
業
者
に
お
い
て
も
化
学
肥

料
が
普
及
し
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
し
尿
の
自
家
処
理
が
困
難
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
富
士
鉄
社
宅
で
は
、
富
士
製
鉄
（
株
）
の
各
種
福
利
厚
生
事
業
を
担
っ

て
き
た
（
株
）
同
潤
社
が
、
ご
み
収
集
用
馬
車
３
台
と
し
尿
汲
み
取
り
用
馬
車
２
台

を
用
い
て
富
士
鉄
社
宅
専
門
に
収
集
業
務
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
30
年

３
月
24
日
に
本
町
（
現
幌
別
町
）
及
び
登
別
温
泉
町
が
「
清
掃
法
」
に
基
づ
く
特
別

清
掃
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
が
し
尿
処
理
業
務
の
責
務
を
負
う
こ
と

に
な
り
、
昭
和
33
年
４
月
に
「
幌
別
町
清
掃
条
例
」
を
施
行
し
て
、
市
内
民
間
事
業

者
に
委
託
し
て
し
尿
処
理
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
受
託
事
業
者

の
経
営
上
の
問
題
な
ど
が
発
生
し
て
、円
滑
な
処
理
事
業
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

昭
和
35
年
10
月
に
別
の
民
間
事
業
者
（
苫
小
牧
市
）
に
改
め
て
委
託
し
て
実
施
し
た
。

　

日
の
出
野
球
場
の
移
転
と

　

市
民
プ
ー
ル
へ
の
余
熱
供
給
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当
時
の
し
尿
処
理
方
法
は
、
処
理
場
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
自
然
埋
没
に
よ
る

方
法
を
採
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
で
は
、
環
境
汚
染
を
防
ぐ
こ
と
が
難
し

く
、
処
理
場
建
設
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
た
。
折
し
も
、
国
が
し
尿
の
衛
生
処
理
に

関
す
る
法
制
度
や
し
尿
処
理
施
設
建
設
に
対
す
る
財
政
支
援
制
度
を
整
備
し
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
幸
町
に
建
設
を
決
定
、
昭
和
39
年

10
月
に
着
工
し
、
総
工
費
７
５
４
７
万
円
を
か
け
て
翌
40
年
11
月
８
日
に
竣
工
し
た
。

完
成
し
た
し
尿
処
理
場
は
、
嫌
気
性
消
化+

活
性
汚
泥
処
理
法
に
よ
り
１
日
当
た
り

５
㌔
㍑
の
処
理
能
力
を
有
す
る
も
の
で
、
投
入
、
貯
留
、
消
化
、
曝
気
な
ど
の
タ
ン

ク
７
基
が
林
立
し
、
投
入
か
ら
放
流
ま
で
に
18
の
系
統
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
施
設
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
自
然
埋
没
に
よ
る
処
理
が
廃
止
さ

れ
、
環
境
汚
染
の
防
止
が
図
ら
れ
る
一
方
で
、
施
設
の
運
営
費
用
が
増
す
こ
と
と
な

り
、
処
理
手
数
料
が
従
来
の
18
㍑
13
円
か
ら
20
円
に
改
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
竣
工
後

に
同
施
設
に
対
す
る
住
民
理
解
を
促
進
す
る
た
め
、
町
で
は
昭
和
40
年
11
月
の
１
か

月
間
を
住
民
施
設
見
学
の
期
間
と
し
た
。

　

し
尿
処
理
施
設
に
よ
る
処
理
を
開
始
し
て
以
降
も
、
本
市
の
人
口
は
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
た
。
昭
和
46
年
に
は
、
当
初
の
１
日
当
た
り
処
理
量
を
超
過
す
る
こ
と
と

な
り
、
今
後
も
人
口
の
増
加
に
伴
っ
て
処
理
量
が
更
に
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
昭
和
49
年
に
１
日
当
た
り
の
処
理
量
が
１
０
０
㌔
㍑
と
な
る
よ

う
に
設
備
を
増
設
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
は
、平
成
２
（
１
９
９
０
）

年
に
本
市
内
の
一
部
地
域
で
下
水
道
が
供
用
を
開
始
し
、
そ
れ
以
降
も
下
水
道
の
区

域
が
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
し
尿
処
理
施
設
に
よ
る
処
理
の
対
象
と
な
る

人
数
は
徐
々
に
減
少
し
、
年
間
処
理
量
も
平
成
２
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
る

（
図
２-

６-

３
し
尿
処
理
の
状
況
参
照
）。
下
水
道
の
普
及
に
よ
っ
て
し
尿
処
理
量

が
減
少
す
る
傾
向
は
全
国
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

本
来
、
下
水
道
事
業
は
「
下
水
道
法
」
に
よ
り
、
し
尿
処
理
は
「
廃
棄
物
処
理
法
」

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
事
業
で
あ
り
、
管
轄
す
る
国
の
省
庁
も
異
な
っ
て
い
た
が
、
平

成
７
年
か
ら
省
庁
の
垣
根
を
越
え
て
共
通
す
る
処
理
工
程
を
同
一
の
施
設
で
行
お
う

と
す
る
取
組
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
取
組
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
事
業
（「
省
庁
間
の
知
識
を
集

約
し
た
制
度
」
の
意
味
。
汚
水
処
理
施
設
共
同
整
備
事
業
）
と
名
付
け
ら
れ
た
。

　

昭
和
40
（
１
９
６
５
）
年
に
建
設
さ
れ
た
本
市
の
し
尿
処
理
場
は
、
供
用
開
始
か

ら
50
年
以
上
が
経
過
す
る
頃
に
は
老
朽
化
が
著
し
く
な
り
、
改
築
の
必
要
性
が
生
じ

て
い
た
。

　

本
市
内
で
は
、
下
水
道
の
供
用
開
始
以
降
、
し
尿
処
理
量
が
減
少
し
て
い
た
が
、

そ
の
一
方
で
処
理
コ
ス
ト
が
増
加
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
し
尿
と
浄
化
槽
汚
泥
の

処
理
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
事
業
に
よ
っ
て
、
下
水
道
終
末
処
理
場
に
搬
入
し
、
下
水
道
と

の
一
元
処
理
を
図
る
こ
と
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
と
の
判
断
に
達
し
、
若
山
浄
化
セ

ン
タ
ー
内
に
新
た
に
、
し
尿
投
入
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
３
月
か
ら
総
事
業
費
約
６
億
８
千
万
円
を
か
け
て
新
た

に
建
設
さ
れ
た
し
尿
投
入
施
設
は
、
１
日
当
た
り
33
・
６
㌔
㍑
の
し
尿
等
を
処
理
す

る
能
力
を
有
す
る
施
設
で
、
平
成
23
年
４
月
に
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
の
搬
入
と
処
理

を
開
始
し
た
。

　

現
在
、
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
の
収
集
、
運
搬
及
び
処
理
に
要
す
る
経
費
は
、
受
益

者
負
担
の
考
え
の
下
、
各
区
分
に
応
じ
て
手
数
料
を
定
め
て
市
民
等
か
ら
徴
収
し
て

お
り
、
そ
の
額
は
、
そ
の
時
々
の
状
況
を
勘
案
し
て
改
正
を
行
っ
て
き
た
。

　

平
成
５
年
に
「
登
別
市
廃
棄
物
の
再
利
用
及
び
処
理
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し

て
以
降
の
手
数
料
の
推
移
を
示
す
と
、
図
表
２-

６-

４
「
処
理
手
数
料
等
の
推
移
」

の
と
お
り
と
な
る
。

　

平
成
６
年
及
び
８
年
に
制
定
し
た
手
数
料
は
、
収
集
車
両
を
含
む
貨
物
自
動
車
の
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運
賃
改
定
や
消
費
税
率
の
改
正
な
ど
が
主
な
理

由
で
あ
っ
た
。
平
成
14
年
の
改
定
で
は
手
数
料

を
計
算
す
る
際
の
単
位
が
、
従
来
の
尺
貫
法
に

よ
る
36
㍑
を
１
単
位
と
す
る
も
の
か
ら
、
一
般

的
に
通
用
し
て
い
る
メ
ー
ト
ル
法
に
よ
る
こ
と

と
し
た
ほ
か
、
施
設
の
老
朽
化
や
今
後
の
運
営

見
通
し
を
考
慮
し
、
改
定
し
た
。
さ
ら
に
平
成

29
年
に
は
、
収
集
運
搬
車
両
の
減
車
な
ど
か
ら

経
費
の
支
出
を
抑
制
し
て
き
た
も
の
の
、
手
数

料
収
入
の
減
少
率
が
大
き
く
収
支
の
バ
ラ
ン
ス

が
悪
化
し
、
公
共
下
水
道
に
よ
り
処
理
す
る
市

民
と
の
負
担
格
差
が
拡
大
し
て
い
た
こ
と
か
ら

受
益
者
負
担
の
原
則
及
び
市
民
負
担
の
公
平
性
の
確
保
を
図
る
た
め
、改
正
を
し
た
。

　

参
考
文
献

・
登
別
町
『
登
別
町
史
』
昭
和
42
年

・
登
別
町
『
登
別
町
議
会
議
決
書
』

・
登
別
市
『
市
史
ふ
る
さ
と
登
別
』
昭
和
60
年

・
登
別
市
『
登
別
市
統
計
書
』
各
年
版

・
登
別
市
『
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
』
各
号

・
北
海
道
都
市
環
境
下
下
水
道
グ
ル
ー
プ
『
北
海
道
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

平
成
25
年

・
北
海
道
新
聞
社
『
北
海
道
新
聞
』
各
号

・
室
蘭
民
報
社
『
室
蘭
民
報
』
各
号

始期 し尿処理
手数料

浄化槽汚泥
処分手数料

平成６年４月１日～ 153円／36㍑ 21円／36㍑
平成８年４月１日～ 166円／36㍑ 21円／36㍑
平成９年７月１日～ 169円／36㍑ 21円／36㍑
平成14年７月１日～ 217円／40㍑ 23円／40㍑
平成29年４月１日～ 309円／40㍑ 37円／40㍑

図表2-6-4　処理手数料等の推移
（単位：軒／人／㌔㍑)

世帯数 人　口 年間処理量
昭和48年度 14,076 49,885 21,576 
昭和49年度 14,633 51,224 23,181 
昭和50年度 15,095 51,953 27,000 
昭和51年度 15,495 52,750 28,909 
昭和52年度 15,986 53,200 31,159 
昭和53年度 16,814 55,200 33,653 
昭和54年度 17,452 56,464 33,202 
昭和55年度 17,972 57,532 33,735 
昭和56年度 18,457 58,251 35,775 
昭和57年度 18,842 58,854 37,494 
昭和58年度 19,040 59,195 39,428 
昭和59年度 19,083 59,036 39,860 
昭和60年度 19,136 58,526 40,460 
昭和61年度 19,186 57,888 42,148 
昭和62年度 19,092 56,250 43,492 
昭和63年度 19,220 56,722 43,168 
平成元年度 19,415 56,416 43,593 
平成２年度 19,724 56,557 44,979 
平成３年度 20,193 56,992 44,468 
平成４年度 18,223 51,020 44,034 
平成５年度 17,870 49,396 43,635 
平成６年度 18,532 47,284 43,793 
平成７年度 18,274 46,416 42,597 
平成８年度 17,375 43,437 39,601 
平成９年度 16,176 39,308 37,833 
平成10年度 15,269 36,875 37,138 
平成11年度 14,484 34,472 34,197 
平成12年度 9,092 21,693 31,159 
平成13年度 8,082 16,594 20,203 
平成14年度 7,769 15,591 17,662 
平成15年度 7,643 15,026 15,969 
平成16年度 7,079 13,615 13,843 
平成17年度 6,420 12,231 12,359 
平成18年度 5,460 9,961 10,803 
平成19年度 4,959 8,636 9,614 
平成20年度 4,014 8,206 9,013 
平成21年度 3,762 7,578 8,097 
平成22年度 3,246 6,498 7,173 
平成23年度 3,180 6,313 6,346 
平成24年度 2,710 4,453 6,126 
平成25年度 2,680 4,405 5,774 
平成26年度 2,076 4,096 5,415 
平成27年度 2,022 3,235 5,112 
平成28年度 1,968 3,102 4,933 
平成29年度 1,720 2,817 4,472 
平成30年度 1,638 2,639 4,362 

図表2-6-3　し尿処理の状況



405

第２編　分野史

第
３
節　

下
水
道
事
業

１　

公
共
下
水
道
事
業

本
市
に
お
け
る
公
共
下
水
道
事
業
の
建
設
着
手
は
、
昭
和
56

（
１
９
８
１
）
年
度
で
道
内
自
治
体
の
中
で
は
後
発
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
55
年
３
月
に
幌
別
地
区
の
中
央
町
、
富
士
町
及
び
新
川
町
を
中
心
に
約

１
６
６
㌶
、
計
画
人
口
１
万
２
千
人
を
見
込
む
「
第
１
期
下
水
道
処
理
計
画
」（
計

画
期
間
:
昭
和
56
年
度
か
ら
平
成
２
年
度
ま
で
）
を
策
定
し
、
昭
和
57
年
１
月
６
日

に
「
下
水
道
法
」
に
よ
る
事
業
認
可
（
建
設
省
北
都
下
公
発
第
25
号
）
を
受
け
、
同

年
１
月
21
日
に
は
「
都
市
計
画
法
」
に
よ
る
認
可
を
受
け
て
、
下
水
道
の
供
用
開
始

に
向
け
た
工
事
に
着
手
し
た
（
図
表
２-

６-

５
参
照
）。

　

そ
し
て
、
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
10
月
に
若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
運
転
を
開
始

し
、
幌
別
地
区
で
の
供
用
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
も
下
水
道
の
供
用
開
始
に
対
す
る

強
い
市
民
の
要
望
を
背
景
に
、
積
極
的
に
供
用
区
域
の
拡
大
を
図
っ
て
い
っ
た
。

　

下
水
道
の
供
用
開
始
に
伴
い
、
本
市
で
は
、
便
所
の
水
洗
化
を
促
進
す
る
た
め

に
「
水
洗
便
所
改
造
等
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
」

注
１
や
「
水
洗
便
所
改
造
等
補
助
金

制
度
」

注
２
を
設
け
た
。
両
制
度
創
設
の
初
年
度
で
あ
る
平
成
７
年
度
で
は
、
水
洗

化
完
了
件
数
３
千
６
０
４
件
の
う
ち
融
資
あ
っ
せ
ん
１
千
２
９
０
件
、
補
助
金
の
交

付
１
千
３
２
８
件
の
計
２
千
６
１
８
件
が
同
制
度
を
利
用
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
17
年
度
ま
で
に
富
岸
・
新
生
・
美
園
・
鷲
別
の
各
地
区
の
整
備
を
、

平
成
18
年
度
以
降
は
登
別
地
区
の
整
備
を
開
始
し
、
平
成
23
年
度
を
も
っ
て
、
汚
水

処
理
事
業
開
始
に
伴
う
大
規
模
な
施
設
整
備
は
終
了
し
た
。
結
果
、
下
水
道
処
理
人

口
普
及
率
は
着
実
に
上
昇
し
、
平
成
30
年
度
末
で
95
・
８
㌫
に
達
し
た
。
ま
た
、
普

及
率
の
上
昇
と
と
も
に
、
水
洗
化
率
も
向
上
し
、
平
成
30
年
度
末
で
86
・
８
㌫
に
達

し
た
（
図
表
２-

６-

６
、２-

６-

７
参
照
）。

　

公
共
下
水
道
の
整
備
完
了
区
域
の
拡
大
と
水
洗
化
率
の
向
上
に
よ
っ
て
、
本
市
内

を
流
れ
る
河
川
の
水
質
は
大
き
く
改
善
さ
れ
、
併
せ
て
市
民
の
居
住
環
境
、
公
衆
衛

生
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
公
共
下
水
道
の
整
備
に
は
多
額
な
事
業
費
を
投
入
し
て
き
た
が
、
市

民
生
活
と
密
接
し
た
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
素
か
ら
の
適
正
な
維
持
管
理
及
び

将
来
に
わ
た
り
安
定
的
な

事
業
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

当
初
は
終
末
処
理
場
を
市

内
２
か
所
に
建
設
す
る
計

画
で
あ
っ
た
が
、
将
来
の

人
口
減
少
に
よ
る
影
響
を

考
慮
し
、
建
設
コ
ス
ト
や

運
転
管
理
コ
ス
ト
の
縮
減

を
図
る
た
め
若
山
浄
化
セ

ン
タ
ー
に
集
約
す
る
計
画

へ
と
見
直
し
た
。
平
成
23

年
度
に
は
、
老
朽
化
し
た

し
尿
処
理
施
設
の
廃
止
に

伴
い
、
処
理
場
内
に
新
た

に
し
尿
投
入
施
設
を
建
設

　

概　
　
　

要

告示年月日 処理人口 能　力 面　積
昭和57年１月６日 12,000 6,750 166.0
昭和62年７月22日 25,000 5,190 166.0
平成元年12月21日 25,000 － 440.0
平成７年10月４日 37,000 － 720.0
平成10年８月10日 37,050 － 721.5
平成11年12月13日 47,400 24,400 1,037.7
平成14年４月１日 48,200 25,000 1,056.0
平成16年７月20日 51,400 27,500 1,196.0
平成20年12月９日 49,280 20,000 1,203.0
平成27年３月11日 48,160 20,000 1,203.0

※処理人口・能力・面積について変更があったもののみ

図表2-6-5　下水道法に基づく認可経緯
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し
、
本
市
内
全
域
の
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
を
若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
一
元
処
理
す

る
こ
と
と
し
た
。
平
成
24
年
度
に
は
終
末
処
理
場
で
排
出
さ
れ
る
汚
泥
を
減
量
す
る

た
め
新
た
に
汚
泥
減
量
化
装
置
を
導
入
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
、
老
朽
化
し
た
施

設
の
改
築
更
新
を
進
め
、
汚
水
浄
化
に
あ
た
っ
て
曝
気
を
効
率
よ
く
行
い
、
電
力
コ

ス
ト
を
減
少
す
る
こ
と
が
で
き
る
高
効
率
の
曝
気
装
置
を
導
入
す
る
な
ど
、
様
々
な

新
技
術
を
導
入
し
な
が
ら
汚
水
処
理
費
の
縮
減
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
若
山

浄
化
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
業
務
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
技
術
力
や
専
門
知
識
を
有
効

に
活
用
し
、
創
意
工
夫
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成
25
年

度
か
ら
性
能
発
注
に
よ
る
包
括
的
民
間
委
託
に
移
行
し
た
。

　

下
水
道
施
設
は
一
日
た
り
と
も
休
止
で
き
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
た
め
、
今

後
も
計
画
的
な
施
設
の
改
築
・
更
新
を
進
め
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
維
持
管
理
に

よ
っ
て
施
設
の
長
寿
命
化
に
取
り
組
み
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
最
小
化
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

公
共
下
水
道
事
業
は
、
汚
水
と
雨
水
の
処
理
を
担
っ
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
本
市

で
は
、
昭
和
56
年
度
の
下
水
道
工
事
開
始
以
降
、
整
備
が
遅
れ
て
い
た
汚
水
処
理
に

力
を
注
い
で
き
た
が
、
お
お
む
ね
整
備
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
雨
水
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
幌
別
地
区
の
雨
水
管
の
改
築
更
新
等

に
着
手
し
た
。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
「
地
方
公
営
企
業
法
」
の
財
務
規
程
等
を
一
部
適
用
す

る
こ
と
に
伴
っ
て
、
登
別
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
を
廃
止
し
、
同
法
第
４
条

の
規
定
に
よ
っ
て
「
登
別
市
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
経
営
の
基
本
と
し
て
、
処
理
区
域
を
登
別
市
公
共
下
水
道
事
業

計
画
区
域
と
し
、
処
理
区
域
面
積
が
１
千
４
９
８
㌶
、
処
理
人
口
を
４
万
９
千
人
、

１
日
最
大
処
理
能
力
を
２
万
２
千
５
０
０
立
方
㍍
と
し
た
。
併
せ
て
会
計
規
則
と
し

て
「
登
別
市
下
水
道
事
業
会
計
規
則
」
を
制
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
に
よ
っ
て
使
用
料
収
入
が
減
少
し
、
今
後
施
設
の
改
築
・
更
新

を
控
え
る
中
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
な
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
中
長
期
的

な
経
営
の
基
本
計
画
と
し
て
、
平
成
28
年
に
は
登
別
市
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
を
策

定
し
た
。

注
１　
「
水
洗
便
所
改
造
等
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
」
は
、
供
用
開
始
後
３
年
以
内
に

行
う
工
事
に
お
い
て
は
全
額
の
利
子
補
給
を
し
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
経

過
後
に
行
う
工
事
に
対
し
て
支
払
利
息
の
２
分
の
１
を
利
子
補
給
す
る
制

度
。

注
２　
「
水
洗
便
所
改
造
等
補
助
金
制
度
」
は
、
供
用
開
始
後
１
年
以
内
に
行
う
工

事
に
お
い
て
、
便
所
１
基
に
つ
き
２
万
３
千
円
、
排
水
設
備
工
事
１
件
に

つ
き
１
万
円
を
補
助
す
る
制
度
。

平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
度
に
供
用
を
開

始
し
た
若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
汚
水
を

オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ
チ
法
（
酸
化
溝
法
）
に
よ
り
、
汚
泥
は
重
力
濃
縮
機
械

脱
水
を
組
み
合
わ
せ
た
方
式
に
よ
り
処
理
し
て
い
る
。
同
方
式
に
よ
る
と
一
般
的
に

汚
泥
の
処
理
に
要
す
る
時
間
は
長
く
な
る
も
の
の
、
管
理
が
容
易
で
あ
る
た
め
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
安
く
済
む
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
。
供
用
開
始
後
も
日

常
点
検
や
修
繕
を
実
施
す
る
こ
と
で
施
設
の
延
命
を
図
っ
て
き
た
が
、
平
成
20
年
度

に
国
土
交
通
省
が
、
施
設
の
再
構
築
に
よ
る
効
率
化
を
目
指
し
、
下
水
道
長
寿
命
化

支
援
制
度
を
創
設
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
施
設
の
改
築
更
新
を
進
め

　

処
理
場
・
ポ
ン
プ
場
・
ポ
ン
プ
所
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て
い
る
。

　

さ
ら
に
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
施
設
の
点
検
・
調
査
か
ら
修
繕
・
改
築
ま
で
を
一

体
的
に
捉
え
た
施
設
の
適
正
な
管
理
を
目
的
と
し
て
、
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
制
度
が
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
こ
れ
に
基
づ
き
施
設
の
改

築
等
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
　

ま
た
、
本
市
内
に
は
、
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
が
若
草
（
平
成
13
（
２
０
０
１
）

年
度
供
用
開
始
）、
幌
別
（
平
成
17
年
度
供
用
開
始
）
及
び
登
別
（
平
成
19
年
度
供

用
開
始
）の
３
か
所
が
あ
る
。各
中
継
ポ
ン
プ
場
を
補
助
す
る
施
設
と
し
て
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
所
18
か
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
下
水
道
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た

め
、
本
市
の
下
水
道
事
業
が
始
ま
る
平
成
元

（
１
９
８
９
）
年
３
月
に
「
登
別
市
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
条
例
」
を
制
定
し
、

施
行
し
た
。

　

同
審
議
会
は
、
利
用
者
の
代
表
や
専
門
家
に
よ
る
委
員
10
人
以
内
で
構
成
さ
れ
、

下
水
道
事
業
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
て
調
査
審
議
を
行

う
機
関
で
あ
る
。
な
お
、
委
員
は
、
諮
問
事
項
が
発
生
す
る
都
度
委
嘱
さ
れ
、
調
査

審
議
の
終
了
を
も
っ
て
解
任
さ
れ
る
。

　

最
近
の
活
動
と
し
て
は
、
平
成
28
年
度
に
下
水
道
使
用
料
改
定
の
必
要
性
を
検
証

し
た
結
果
、
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
に
資
金
不
足
が
生
じ
る
見
込
み
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
12
月
に
審
議
会
委
員
８
名
を
委
嘱
し
、
料
金

改
定
の
是
非
に
つ
い
て
調
査
審
議
を
行
い
、
そ
の
答
申
を
基
に
平
成
30
年
１
月
分
以

降
の
下
水
道
使
用
料
の
改
定
を
行
っ
た
。

昭
和
60
年
代
に
な
り
、
建
設
省
公
共
下
水
道
課

建
設
専
門
官
が
、
下
水
道
事
業
の
イ
メ
ー
ジ
向

上
と
市
民
ア
ピ
ー
ル
の
た
め
に
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
市
町
村
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
を
施
し

た
「
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
」
の
設
置
を
提
唱
し
始
め
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
全

国
的
に
も
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
が
普
及
し
始
め
、
そ
れ
に
関
連
す
る
書
籍
も
刊

行
さ
れ
た
。

 

本
市
で
は
、
平
成
６
（
１
９
９
４
）
年
度
か
ら
日
和
山
（
登
別
温
泉
町
）
を
背
景

に
鬼
と
熊
が
仲
良
く
温
泉
に
つ
か
っ
て
い
る
デ
ザ
イ
ン（
作
品
名「
仲
良
く
温
泉
に
」）

の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
設
置
を
始
め
た
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
平
成
５
年
６
月
に
行
っ

た
一
般
公
募
に
応
募
さ
れ
た
２
２
３
点
の
中
か
ら
、
同
年
８
月
に
開
催
し
た
「
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
デ
ザ
イ
ン
審
査
会
」
に
お
い
て
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
も
の
で
、
平
成

６
年
度
か
ら
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
さ
れ
た
。
な
お
、
優
秀
作
品
に
選

ば
れ
た
２
点
の
デ
ザ
イ
ン
も
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
デ
ザ
イ
ン
の
一
つ
と
し
て
採
用
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
下
水
道
へ
の
理
解
・
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
下
水
道
広
報
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
が
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
平
成
30
年
８
月
11
日
か
ら
デ
ザ
イ
ン

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
最
優
秀
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
作
成
し
た
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド

の
配
布
を
開
始
し
た
。
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
の
配
布
に
あ
た
っ
て
は
、
本
市
内
経
済

へ
の
効
果
も
期
待
し
て
、
登
別
閻
魔
や
き
そ
ば
の
会
の
会
員
店
で
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー

ド
を
提
示
し
た
際
に
は
特
製
コ
ー
ス
タ
ー
を
提
供
す
る
取
組
を
登
別
閻
魔
や
き
そ
ば

の
会
と
連
携
し
て
平
成
30
年
10
月
16
日
か
ら
開
始
し
た
。
こ
の
取
組
は
、
平
成
30
年

度
内
で
予
定
枚
数
を
配
布
し
た
こ
と
か
ら
終
了
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
と

　

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド

　

下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
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２　

個
別
排
水
処
理
施
設
事
業

　

登
別
市
公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域
以
外
の
区
域

で
あ
る
登
別
温
泉
町
、
上
登
別
町
及
び
富
浦
町
等
の

住
民
を
対
象
と
す
る
個
別
排
水
処
理
施
設
事
業
は
、

公
共
下
水
道
と
同
様
に
生
活
排
水
の
適
正
な
処
理
、

居
住
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
普
及
を
促
進
し
て
い
る
事
業
で
あ
る
。

　

対
象
区
域
は
、
前
述
の
と
お
り
公
共
下
水
道
事
業

計
画
区
域
以
外
の
区
域
と
な
り
、
平
成
28
年
度
に
は
、

中
登
別
町
に
つ
い
て
も
、
個
別
排
水
処
理
施
設
事
業

の
対
象
区
域
と
し
た
。

　

平
成
16
（
２
０
０
４
）
年
４
月
１
日
の
事
業
着
手

以
来
、
平
成
30
年
度
ま
で
に
個
別
排
水
処
理
区
域
内

に
合
計
82
基
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
及
び
管
理

し
て
い
る
。

　

参
考
資
料

・
登
別
市
『
市
史
ふ
る
さ
と
登
別
』
昭
和
60
年

・
登
別
市
『
登
別
市
統
計
書
』
各
年

・
北
海
道
新
聞
社
『
北
海
道
新
聞
』
各
号

・
室
蘭
民
報
社
『
室
蘭
民
報
』
各
号

管 渠 延 長
認可面積

行政区域内 処　理　区 処 理 普 及 率

単年度
（㎞）

累　計
（㎞）

人　口
B（人）

面　積
C（ha）

人　口
D（人）

処理面積
C/A（%）

処理人口
D/B（%）A（ha）

平成３年度 4.10 45.30 440.0 56,844 164.1 9,149 37.3 16.1
平成４年度 6.70 52.00 440.0 57,121 186.4 10,079 42.4 17.6
平成５年度 10.50 62.50 440.0 57,207 236.4 12,430 53.7 21.7
平成６年度 10.70 73.20 440.0 56,927 277.8 14,654 63.1 25.7
平成７年度 12.60 85.80 720.0 56,857 332.4 18,220 46.2 32.0
平成８年度 11.09 96.89 720.0 56,515 376.4 21,578 52.2 38.2
平成９年度 10.89 107.78 720.0 56,173 453.1 24,339 62.9 43.3
平成10年度 17.56 125.34 721.5 55,745 527.3 28,397 73.1 50.9
平成11年度 15.56 140.90 1037.7 55,503 633.4 31,715 61.0 57.1
平成12年度 17.87 158.75 1037.7 55,077 702.0 35,617 67.6 64.7
平成13年度 11.43 170.18 1037.7 54,673 770.1 37,573 74.2 68.7
平成14年度 17.09 187.27 1055.6 54,503 847.9 41,028 80.3 75.3
平成15年度 13.30 200.57 1055.6 54,337 906.8 43,447 85.9 80.0
平成16年度 13.92 214.49 1196.0 53,923 955.1 45,282 79.9 84.0
平成17年度 5.78 220.27 1196.0 53,622 983.8 46,471 82.3 86.7
平成18年度 6.35 226.62 1196.0 53,507 1009.3 47,166 84.4 88.1
平成19年度 8.30 234.92 1196.0 52,905 1047.9 47,855 87.6 90.5
平成20年度 6.99 241.62 1203.2 52,572 1073.7 48,550 89.2 92.3
平成21年度 8.08 249.70 1203.2 52,199 1114.3 49,615 92.6 95.0
平成22年度 1.73 251.43 1203.2 51,892 1124.2 49,584 93.4 95.6
平成23年度 0.14 251.57 1203.2 51,474 1124.2 49,212 93.4 95.6
平成24年度 0.21 251.78 1203.2 50,985 1124.2 48,773 93.4 95.7
平成25年度 0.33 252.11 1203.2 50,613 1124.3 48,460 93.4 95.7
平成26年度 0.22 252.33 1203.2 50,255 1124.6 48,106 93.5 95.7
平成27年度 0.33 252.66 1203.2 49,630 1126.0 47,483 93.6 95.7
平成28年度 0.30 252.96 1203.2 49,090 1126.0 46,982 93.6 95.7
平成29年度 0.34 253.30 1203.2 48,519 1126.0 46,437 93.6 95.7
平成30年度 0.42 253.72 1203.2 47,931 1127.8 45,911 93.7 95.8

図表2-6-6　下水道の処理状況
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水洗可能区域 
全　 戸　 数 普及人口 水洗設置戸数 水洗化人口 水洗化率

（戸） （人） （戸） （人） （%）
平成３年度 3,454 9,149 1,577 4,212 46.0
平成４年度 3,834 10,079 2,277 6,101 60.5
平成５年度 4,594 12,430 2,932 7,811 62.8
平成６年度 5,774 14,654 3,640 9,643 65.8
平成７年度 6,907 18,220 4,387 11,681 64.1
平成８年度 9,008 21,578 5,546 14,857 68.9
平成９年度 9,635 24,339 6,205 16,638 68.4
平成10年度 10,999 28,397 7,098 18,870 66.5
平成11年度 13,334 31,715 8,723 23,173 73.1
平成12年度 14,778 35,617 9,826 25,902 72.7
平成13年度 16,074 37,573 11,288 28,979 77.1
平成14年度 17,630 41,028 11,983 30,285 73.8
平成15年度 18,964 43,447 12,905 31,904 73.4
平成16年度 19,946 45,282 13,776 33,232 73.4
平成17年度 20,769 46,471 14,812 35,263 75.9
平成18年度 21,341 47,166 15,609 36,948 78.3
平成19年度 21,937 47,855 16,215 38,274 80.0
平成20年度 22,586 48,550 18,339 39,452 81.3
平成21年度 23,236 49,615 19,049 40,689 82.0
平成22年度 23,468 49,584 19,548 42,202 85.1
平成23年度 23,517 49,212 19,375 42,341 86.0
平成24年度 23,508 48,773 20,231 42,063 86.2
平成25年度 23,501 48,460 19,728 41,846 86.4
平成26年度 23,598 48,106 19,960 41,607 86.5
平成27年度 23,507 47,483 20,228 41,110 86.6
平成28年度 23,472 46,982 20,435 40,710 86.7
平成29年度 23,456 46,437 20,618 40,243 86.7
平成30年度 23,384 45,911 20,795 39,860 86.8

図表2-6-7　水洗トイレの普及状況
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第
４
節　

墓
地
・
葬
斎
場

明
治
２
（
１
８
６
９
）
年
に
旧
白
石
城
主
の
片
倉
小
十
郎
が
幌

別
郡
の
支
配
を
命
じ
ら
れ
、
そ
の
家
臣
団
が
移
住
し
て
く
る
以

前
、
勤
番
等
に
よ
っ
て
ホ
ロ
ベ
ツ
に
赴
任
し
て
い
た
和
人
の
墓
所
に
関
す
る
資
料
は

見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
墓
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
・
モ
ン
タ
ン
ド

ン
が
「
以
前
は
死
者
を
茂
み
の
中
の
恣
意
的
な
場
所
に
埋
葬
し
て
い
た
が
、
現
在
は

日
本
人
墓
地
に
埋
葬
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
一
定
の

区
域
に
埋
葬
し
て
お
ら
ず
、
江
戸
期
以
前
の
墓
地
の
存
在
は
不
明
で
あ
る
。

　

明
治
４
年
１
月
に
片
倉
家
が
、
字
浜
町
裏
（
現
・
中
央
町
２
丁
目
付
近
）
の

１
千
４
０
０
坪
の
土
地
を
仮
の
墓
地
に
設
定
し
た
。
そ
の
後
、
移
住
者
の
増
加
な
ど

に
よ
り
人
家
と
墓
地
が
近
接
す
る
よ
う
に
な
り
、
土
葬
が
多
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
明
治
19
年
に
字
小
平
河
岸
の
３
千
坪
の
土
地
に
共
同
墓
地
（
現
・

来
馬
墓
地
）
を
設
置
し
、
同
時
に
そ
の
数
百
㍍
離
れ
た
土
地
に
伝
染
病
墓
地
と
火
葬

場
を
設
け
た
。

　

来
馬
墓
地
が
設
置
さ
れ
た
当
初
は
、
旧
墓
地
に
埋
葬
す
る
者
が
多
か
っ
た
よ
う
で

あ
り
、
時
の
戸
長
役
場
で
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
に
対
し
て
、
そ
の
代
表
者
４
名
を
招
き
、

確
実
に
来
馬
墓
地
に
埋
葬
す
る
こ
と
を
ア
イ
ヌ
民
族
に
伝
達
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い

る
。

　

現
在
の
富
浦
墓
地
も
来
馬
墓
地
と
同
じ
く
明
治
19
年
に
設
置
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い

る
が
、
札
幌
本
道
に
近
接
し
た
地
域
で
あ
る
一
方
で
、
近
隣
に
居
住
す
る
者
が
少
な

い
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
、
設
置
当
初
の
許
可
番
号
等
は
不
明
で
あ
る
。

　

明
治
15
年
に
鷲
別
村
居
住
の
須
田
猪
三
郎
ほ
か
数
名
が
、
現
在
の
上
鷲
別
墓
地
付

近
の
土
地
を
自
家
の
墓
地
と
す
る
目
的
で
、
札
幌
県
に
土
地
の
払
下
げ
を
申
請
し
て

い
る
。

　

そ
の
後
、
大
正
４
（
１
９
１
５
）
年
に
輪
西
の
屯
田
兵
が
追
加
の
給
与
地
と
し
て

与
え
ら
れ
た
富
岸
と
、
金
銀
銅
の
採
掘
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
鉱
山
に
墓
地
が
設

置
さ
れ
、
昭
和
初
期
に
は
、
カ
ル
ル
ス
墓
地
、
上
鷲
別
墓
地
、
中
登
別
墓
地
な
ど
が

相
次
い
で
設
置
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
墓
地
は
、
当
初
、
行
政
に
よ
る
区
画
が
な
さ
れ
ず
に
自
由
に
墓
碑
等
が

建
立
さ
れ
、
富
岸
墓
地
、
鉱
山
墓
地
、
中
登
別
墓
地
、
カ
ル
ル
ス
墓
地
な
ど
は
飽
和

状
態
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
一
方
で
墓
地
に
埋
葬
を
希
望
す
る
人
数
が
増
加
し
、

一
定
の
区
域
内
に
よ
り
多
く
の
遺
骨
を
埋
葬
す
る
た
め
に
墓
地
内
を
区
画
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
登
別
町
で
は
、
登
別
温
泉
町
１
３
８
番
地
付
近
か
ら
移

転
し
た
中
登
別
墓
地
の
区
域
貸
付
を
始
め
る
た
め
、昭
和
37
（
１
９
６
２
）
年
に
「
登

別
町
墓
地
使
用
条
例
」
を
制
定
し
て
、
そ
の
運
用
を
開
始
し
、
富
浦
墓
地
に
つ
い
て

は
昭
和
44
年
度
か
ら
54
年
度
ま
で
の
間
に
１
千
８
４
８
区
画
を
、
中
登
別
墓
地
に
は

70
区
画
を
、
そ
れ
ぞ
れ
造
成
し
て
、
墓
地
に
対
す
る
需
要
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

埋
葬
時
に
は
場
所
の
指
定
を
含
む
許
可
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

新
た
な
墓
地
の
区
画
造
成
は
右
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
が
、
毎
年
１
０
０
区
画
を

超
え
る
貸
付
希
望
が
出
さ
れ
、
残
り
の
区
画
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
昭

和
60
年
度
か
ら
昭
和
62
年
度
に
か
け
て
、「
登
別
市
総
合
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

市
民
の
憩
い
の
場
を
兼
ね
備
え
た
公
園
式
墓
地
と
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
に
、
亀
田

霊
園
の
１
千
０
６
７
区
画
の
造
成
を
行
っ
た
。

　

亀
田
霊
園
の
敷
地
は
、
眺
望
も
優
れ
、
ま
た
、
人
口
の
増
加
が
著
し
い
若
草
・
新

生
地
区
や
富
岸
地
区
と
近
接
し
て
い
る
た
め
、
生
前
に
同
霊
園
の
敷
地
を
確
保
す
る

こ
と
を
希
望
す
る
市
民
が
増
加
し
た
。
そ
の
た
め
、
従
来
は
使
用
許
可
を
受
け
て
３

年
以
内
に
墓
碑
等
の
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と
す
る
規
定
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
63
年

　

市
営
墓
地
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に
墓
地
使
用
条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
、
該
当
す
る
条
項
を
削
っ
た
。
し
か
し
、
生

前
に
確
保
さ
れ
た
敷
地
が
増
加
し
、
実
際
に
遺
骨
の
埋
葬
を
希
望
す
る
市
民
が
応
募

し
て
も
、
空
き
区
画
が
な
い
と
の
状
況
に
陥
っ
た
た
め
、
平
成
８
年
に
条
例
を
改
正

し
、
再
度
、「
３
年
以
内
に
墓
碑
等
の
施
設
を
設
置
す
る
」
と
の
条
件
が
付
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

現
在
、
富
浦
墓
地
、
亀
田
霊
園
、
第
二
富
浦
墓
地
及
び
中
登
別
墓
地
の
４
か
所

に
つ
い
て
は
新
規
の
貸
付
や
返
還
墓
地
の
再
貸
付
を
行
っ
て
い
る
が
、
平
成
30

（
２
０
１
８
）
年
度
末
現
在
で
富
浦
墓
地
が
68
区
画
、
亀
田
霊
園
が
12
区
画
、
第
二

富
浦
墓
地
が
１
３
７
区
画
、
中
登
別
墓
地
に
つ
い
て
は
１
区
画
が
残
っ
て
い
る
。
年

度
ご
と
の
新
規
貸
付
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
貸
付
希
望
数
の

推
移
を
見
な
が
ら
、新
た
な
区
画
の
造
成
の
要
否
等
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

な
お
、
墓
地
、
納
骨
堂
又
は
火
葬
場
の
経
営
等
の
許
可
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま

で
北
海
道
室
蘭
保
健
所
が
行
っ
て
き
た
が
、
墓
地
等
の
許
可
に
あ
た
っ
て
は
、
市
町

村
に
お
け
る
墓
地
等
の
需
給
状
況
、
都
市
計
画
や
住
民
感
情
に
支
障
の
な
い
場
所
で

あ
る
か
否
か
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
で
意
思
決
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
し
て
、
平
成
13
年
４
月
１
日
か
ら
本
市
が
権
限
移
譲
を
受
け
て
執
り
行
う
こ
と

と
な
っ
た
。

核
家
族
化
や
少
子
化
が
進
展
す
る
中
で
、
や
む
を
得
ず
墓
の
継

承
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
例
や
、
経
済
的
な
問
題
で
墓
を

建
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
例
な
ど
が
全
国
的
に
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
市
民
に
も
同
様
の
状
況
が
進
ん
で
お
り
、
各
家
族
が
個
別
に
墓
を
有
す
る
の
で

は
な
く
、
無
縁
墓
と
は
異
な
る
一
つ
の
墓
所
に
共
同
で
埋
葬
す
る
「
共
同
墓
」
の
設

置
を
求
め
る
声
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
度
に
実

施
し
た
ま
ち
づ
く
り
意
識
調
査
に
お
い
て
も
「
合
同
墓
を
必
要
と
感
じ
る
」
と
回
答

し
た
市
民
が
９
割
近
く
に
上
っ
た
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
望
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
に
札
幌
市
や
小
樽

市
へ
の
行
政
視
察
を
行
う
と
と
も
に
、
本
市
内
の
仏
教
、
神
道
、
教
会
等
宗
教
関
係

者
と
の
意
見
交
換
な
ど
も
行
い
な
が
ら
、設
置
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
を
進
め
た
。

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
富
浦
墓
地
に
隣
接
す
る
旧
火
葬
場
の
跡
地
や
、
市
葬
斎
場

の
隣
接
す
る
土
地
が
候
補
地
と
し
て
検
討
さ
れ
た
。
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
第
二
富

浦
墓
地
の
一
角
に
、
登
別
軟
石
（
登
別
中
硬
石
）
等
を
用
い
た
円
墳
で
、
頂
上
に
は

市
章
が
描
か
れ
た
墓
標
を
置
く
共
同
墓
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
焼
骨
３
千

体
の
収
容
が
可
能
で
、
50
年
間
の
使
用
期
間
を
想
定
し
た
合
同
墓
で
、
平
成
29
年
度

に
実
施
設
計
、
翌
30
年
11
月
か
ら
供
用
を
開
始
し
た
。

　

名
称
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
の
場
な
ど
に
お
い
て
「
合
同
墓
」「
共
同
墓
」「
合
葬

墓
」
な
ど
の
表
現
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、正
式
に
「
共
同
墓
」
に
決
定
し
た
。
な
お
、

供
用
の
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
説
明
会
を
６
回
開
催
す
る
と
と
も
に
、
市
民
見

学
会
も
開
催
し
、
平
成
30
年
９
月
３
日
か
ら
共
同
墓
へ
の
埋
葬
に
関
す
る
生
前
予
約

の
受
付
を
開
始
し
た
。
共
同
墓
に
対
す
る
市
民
の
関
心
は
高
く
、
受
付
を
開
始
し
た

週
で
84
件
の
予
約
が
行
わ
れ
た
。

　

共
同
墓
の
利
用
に
は
、
１
年
以
上
本
市
民
で
あ
る
こ
と
や
、
市
営
墓
地
を
使
用
し

て
い
な
い
こ
と
、
共
同
墓
へ
の
埋
葬
に
あ
た
っ
て
は
焼
骨
を
直
接
納
骨
す
る
こ
と
と

な
る
た
め
、
二
度
と
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
了
承
す
る
こ
と
な
ど
の
条

件
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。自

家
用
車
の
普
及
が
著
し
い
中
に
あ
っ
て
交
通
手
段
を
持
た

ず
、
墓
参
に
不
便
を
感
じ
る
市
民
が
多
数
い
た
こ
と
か
ら
、

　

共　

同　

墓

　

無
料
墓
参
バ
ス
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昭
和
54
（
１
９
７
９
）
年
度
よ
り
富
浦
墓
地
を
手
始
め
に
墓
参
バ
ス
の
運
行
を
開
始

し
た
。
平
成
19
年
度
に
は
、
第
二
富
浦
墓
地
も
回
る
経
路
に
変
更
と
な
り
、
平
成
23

（
２
０
１
１
）
年
度
か
ら
は
市
バ
ス
を
活
用
し
て
、
イ
オ
ン
登
別
店
前
に
あ
る
道
南

バ
ス
の
富
岸
２
丁
目
停
留
所
か
ら
亀
田
霊
園
を
結
ぶ
区
間
の
運
行
も
開
始
し
た
。

　

無
料
墓
参
バ
ス
の
運
行
期
間
は
、
開
始
当
初
は
、
８
月
13
日
か
ら
16
日
ま
で
の
４

日
間
で
午
前
午
後
各
１
往
復
を
運
行
し
て
い
た
が
、
利
用
者
が
徐
々
に
減
少
し
て

い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
18
年
度
か
ら
１
日
短
縮
し
て
８
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で

の
３
日
間
と
な
り
、
翌
19
年
度
か
ら
は
一
番
利
用
者
が
多
い
８
月
13
日
の
み
の
運
行

と
な
っ
た
。
ま
た
、
運
行
便
数
も
平
成
22
年
度
か
ら
は
富
浦
墓
地
及
び
第
二
富
浦
墓

地
を
結
ぶ
路
線
が
午
前
の
１
便
の
み
と
な
り
、
亀
田
霊
園
行
き
の
バ
ス
も
開
始
当
初

の
８
往
復
が
平
成
27
年
度
か
ら
４
往
復
と
な
っ
た
。

　

令
和
元（
２
０
１
９
）年
度
現
在
は
、富
浦
墓
地
及
び
第
二
富
浦
墓
地
に
つ
い
て
は
、

美
園
町
か
ら
国
道
36
号
を
通
る
経
路
と
、
若
草
町
か
ら
道
道
上
登
別
室
蘭
線
を
通
る

経
路
の
２
路
線
、
イ
オ
ン
登
別
店
前
の
道
南
バ
ス
富
岸
２
丁
目
バ
ス
停
か
ら
亀
田
霊

園
ま
で
の
間
を
結
ぶ
路
線
を
毎
年
８
月
13
日
に
往
復
各
４
便
を
運
行
し
て
い
る
。

本
市
の
火
葬
施
設
は
、
昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
に
「
幌
別
町

火
葬
場
使
用
条
例
」
を
制
定
し
た
際
に
は
、
来
馬
火
葬
場
（
柏

木
町
２
丁
目
28
番
地
１
付
近
）、
登
別
火
葬
場
（
富
浦
町
１
８
８
番
地
）、
登
別
温
泉

火
葬
場
（
登
別
温
泉
町
１
３
８
番
地
）
及
び
鉱
山
火
葬
場
（
鉱
山
町
４
番
地
）
の
４

箇
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
制
定
当
初
の
条
例
で
は
、
火
葬
場
の
使
用
料
が
各
火
葬

場
で
異
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
火
葬
す
る
者
の
生
前
の
住
所
が
市
外
で
あ
れ
ば
、
市

内
で
あ
る
者
の
５
割
増
の
使
用
料
が
徴
収
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
規
定
は
、
昭
和
45
年

の
一
部
改
正
の
際
に
削
ら
れ
、
市
内
外
を
問
わ
ず
に
無
料
と
な
っ
た
。

　

昭
和
47
年
に
行
わ
れ
た
市
制
施
行
後
、
初
の
市
長
選
挙
で
無
投
票
当
選
を
果
た
し

た
高
田
忠
雄
市
長
は
、
同
年
６
月
の
市
制
執
行
方
針
に
お
い
て
、「
炉
を
４
基
備
え

た
火
葬
場
の
新
設
」
を
施
策
の
一
つ
と
し
て
打
ち
出
し
、
翌
48
年
に
、
そ
れ
ま
で
市

内
４
か
所
で
使
用
さ
れ
て
き
た
火
葬
場
は
廃
止
さ
れ
、
登
別
本
町
３
丁
目
48
番
地
に

新
し
く
火
葬
場
が
建
設
さ
れ
て
供
用
が
開
始
さ
れ
た
。

　

新
た
に
建
設
さ
れ
た
火
葬
場
で
は
、
そ
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
死
亡
者
又
は
火
葬

場
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
市
内
に
住
所
を
有
す
る
場
合
は
、
引
き
続
き
無
料

と
さ
れ
た
が
、
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場
合
は
、
使
用
料
が
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

こ
の
火
葬
場
も
徐
々
に
劣
化
が
進
み
、修
繕
費
用
が
か
さ
む
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

更
に
火
葬
す
る
際
に
使
用
す
る
燃
料
価
格
も
上
昇
を
続
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
昭
和

60
年
に
は
使
用
料
の
額
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
住
所
の
市
内
外
を
問
わ
ず
に
使
用

料
が
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

昭
和
48
（
１
９
７
３
）
年
に
建
設
さ
れ
た
火
葬
場
は
、
供
用
の

開
始
か
ら
の
経
年
劣
化
に
加
え
、
火
葬
炉
も
旧
形
式
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
建
て
替
え
を
求
め
る
声
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
市
議
会
な
ど
の
場
で
は
た
び
た
び
火
葬
場
の
建
替
え
に
関
す
る
議
論

が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
平
成
７
年
度
に
建
て
替
え
用
地
を
取
得
、
翌
８
年
度
に
は

新
た
な
火
葬
場
の
基
本
設
計
を
実
施
し
た
。
し
か
し
、
建
替
え
費
用
は
多
額
に
上
る

一
方
で
、
国
等
の
補
助
制
度
等
が
な
く
、
市
民
プ
ー
ル
や
ご
み
中
間
処
理
施
設
の
建

替
え
な
ど
大
型
の
事
業
が
続
く
当
時
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
、
基
本
設
計
後

す
ぐ
に
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
度
に
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
稼
動
し
、
次

　

市
火
葬
場

　

市
葬
斎
場
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の
大
型
事
業
と
し
て
市
火
葬
場
の
建
替
え
が
決
定
、
平
成
14
年
度
と
15
年
度
の
２
か

年
の
事
業
と
し
て
新
た
な
火
葬
場
を
建
設
し
た
。

　

新
し
い
火
葬
場
は
、
敷
地
面
積
が
旧
火
葬
場
の
約
３
倍
と
な
る
３
万
１
千
１
５
９

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
延
床
面
積
１
千
６
９
７
平
方
メ
ー
ト
ル
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
一
部
２
階
建
て
と
な
り
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
量
を
国
が
定
め
た
基
準
の
約
10

分
の
１
に
抑
え
る
集
塵
装
置
を
備
え
た
造
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

名
称
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
火
葬
場
」
を
廃
止
し
、
死
者
に
対
す
る
敬
慕
の
念
を
込

め
て
「
葬
斎
場
」
と
命
名
す
る
こ
と
に
し
、
火
葬
炉
４
基
（
う
ち
１
基
は
胞
衣
炉
）、

収
骨
室
２
室
、
待
合
室
３
室
な
ど
を
整
備
し
、
待
合
ロ
ビ
ー
に
は
、
テ
レ
ビ
や
約
30

人
が
座
れ
る
ソ
フ
ァ
ー
を
設
置
し
た
。

　

建
設
当
初
、
施
設
の
管
理
運
営
は
、
市
の
直
営
で
あ
っ
た
が
、
平
成
23
年
度
か
ら

は
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た
。
ま
た
、
同
年
度
か
ら
「
登
別
市
葬
斎
場
中
間
改

修
事
業
」
と
し
て
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
改
修
な
ど
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
で
施
設
の

長
寿
命
化
と
、
修
繕
費
用
の
平
準
化
を
図
っ
て
い
る
。
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